
口和町湯木で６月７日、I ターンした上田英馬
さんと五嶋千絵さんの結婚式が行われ、地域全
体が喜びに沸きました。（関連記事 27 ページ）

喜びに沸く

６ 特集２　県大のチカラ

２ 特集　庄原市制施行 10 周年vol.4

16　個
マ イ ナ ン バ ー

人番号制度が始まります

17　市制懇談会を開催します／庄原市成人式

18　８月１日から介護保険制度が変わります

19　臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金

20　安心・安全な毎日のために／母子保健だより

21　健康広場　　22　市民のページ

24　市政トピックス　　26　カメラレポート

28　お知らせ
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１_ 大規模災害訓練／２_ 市消
防団によるポンプ操法／３_ 大
規模災害を想定した図上訓練／
４_12 月末完成予定の庄原小学
校校舎棟／５_ 自治振興区での
防災マップづくり

庄原市制施行
10周年
記念特集

vol.4

安全・安心のまちづくり

１　防災の取り組み

え
る
た
め
に
は
、「
自
助
」「
共
助
」

「
公
助
」
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
働
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に
大
き
な

災
害
時
に
は
「
自
助
」「
共
助
」

が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
か

ら
、
全
国
的
に
自
主
防
災
組
織
の

結
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
豪
雨
災
害
を
機
に
結

成
の
動
き
が
高
ま
り
、
６
月
末
現

在
、
48
の
組
織
が
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
住
民

に
対
す
る
組
織
率
は
54
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
た
め
、
さ
ら
な
る
組

織
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

耐
震
化
事
業
の
取
り
組
み

　

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
淡

路
大
震
災
で
は
、
建
築
物
が
倒
壊

し
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
昭
和
56
年

以
前
に
建
築
さ
れ
た
建
物
の
耐
震

性
能
強
化
が
強
く
叫
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
学
校
施
設
は
、
多
く
の
児

童
や
生
徒
な
ど
が
一
日
の
大
半
を

過
ご
す
学
習
・
生
活
の
場
と
な
る

施
設
で
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
の

身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
施

設
で
も
あ
り
、
非
常
時
に
は
避
難

場
所
と
し
て
の
防
災
機
能
も
担
う

こ
と
か
ら
、
安
全
な
環
境
を
確
保

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
市
教
育
委
員
会
で

は
、
19
年
11
月
に
「
学
校
施
設
改

善
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
19
年

度
か
ら
21
年
度
の
間
、
耐
震
性
能

不
足
の
校
舎
や
屋
内
運
動
場
な
ど

12
施
設
の
耐
震
対
策
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
21
年
度
に
策
定
し
た

「
庄
原
市
長
期
総
合
計
画
・
後
期

実
施
計
画
（
22
年
度
～
27
年
度
）」

で
は
、
庄
原
中
学
校
・
東
城
小
学

校
・
庄
原
小
学
校
の
改
築
（
建
替

え
）
を
緊
急
性
の
高
い
特
定
事
業

に
位
置
付
け
、
23
年
度
に
庄
原
中

学
校
校
舎
棟
、
24
年
度
に
同
屋
内

運
動
場
、
25
年
度
に
は
東
城
小
学

校
校
舎
棟
の
改
築
工
事
が
完
了
。

本
年
12
月
末
に
完
成
予
定
の
庄
原

小
学
校
校
舎
の
改
築
工
事
が
完
了

す
れ
ば
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
率

は
１
０
０
％
を
達
成
し
ま
す
。

全
地
域
共
通
の
告
知
放
送
を
整
備

　

現
在
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
行
政

情
報
や
緊
急
情
報
を
お
知
ら
せ
し

て
い
る
告
知
放
送
は
、
合
併
前
の

市
町
で
整
備
さ
れ
た
オ
フ
ト
ー
ク

通
信
、
防
災
行
政
無
線
の
２
つ
の

通
信
方
法
で
放
送
し
て
い
る
た

め
、
放
送
内
容
や
運
用
の
違
い
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
終
了
や
老
朽
化

と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
す
。
庄

原
地
域
に
至
っ
て
は
緊
急
情
報
を

す
ぐ
に
知
ら
せ
る
手
段
が
な
く
、

災
害
時
な
ど
に
即
時
に
情
報
を
流

せ
る
手
段
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

　

市
は
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
す

る
た
め
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ

ル
を
活
用
し
た
住
民
告
知
端
末
を

設
置
し
、
緊
急
情
報
や
行
政
情
報

を
音
声
で
届
け
る「
告
知
放
送
」の

実
施
を
決
定
。
27
年
度
か
ら
30
年

度
に
か
け
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

多
く
の
自
然
災
害
を

経
験
し
た
10
年

　　

過
去
、
多
く
の
自
然
災
害
に
見

舞
わ
れ
て
き
た
庄
原
市
で
す
が
、

こ
の
10
年
は
自
然
災
害
の
発
生
頻

度
、
規
模
の
大
き
さ
と
も
に
際

立
っ
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
強
く
記
憶
に
残
っ
て
い
る

の
が
、
平
成
22
年
７
月
に
発
生
し

た
「
庄
原
市
豪
雨
災
害
」。
川
北

町
篠
堂
地
区
・
西
城
町
大
戸
地
区

を
中
心
に
襲
っ
た
、
本
市
観
測
史

上
最
大
値
の
時
間
雨
量
91
ミ
リ
を

記
録
し
た
局
地
的
ゲ
リ
ラ
豪
雨

は
、
死
者
１
人
、
重
傷
者
１
人
、

全
壊
家
屋
14
戸
、
半
壊
家
屋
14

戸
、
一
部
損
壊
10
戸
、
浸
水
家
屋

37
戸
の
ほ
か
、
道
路
・
河
川
・
農

地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　

全
国
的
に
も
、
東
日
本
大
震
災

を
は
じ
め
、
昨
年
の
広
島
市
豪
雨

災
害
な
ど
、
毎
年
の
よ
う
に
大
規

模
な
災
害
が
起
こ
り
、
こ
の
10
年

は
災
害
列
島
日
本
を
象
徴
し
た
10

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

市
は
、
庄
原
市
豪
雨
災
害
を
機

に
、
翌
年
度
か
ら
危
機
管
理
課
を

新
設
。
豪
雨
災
害
の
教
訓
を
踏
ま

え
て
、
災
害
時
に
対
応
で
き
る
職

員
配
置
体
制
の
整
備
を
行
う
と
共

に
、
避
難
勧
告
の
発
令
や
伝
達
基

準
な
ど
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
に

見
直
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
時

を
想
定
し
た
大
規
模
訓
練
の
実

施
、
備
蓄
物
資
の
充
実
、
庄
原
市

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
よ
る
市

民
啓
発
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動

支
援
な
ど
、
防
災
対
策
の
強
化
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
被
害
を
最
小
限
に
抑

上 原 清 司 さん石 田 泰 清 さん

庄原市消防団　団長庄原市ＰＴＡ連合会　会長

　庄原市消防団は市民の生命と財
産を守るという使命のもと、常に
危機感を持ち、要請があればすぐ
に出動する態勢と心構えはできて

います。本年度から告知放送が整備されますので、団員に
も火事現場がすぐに伝わるので参集しやすく、迅速な消火
活動につながるものと期待しています。
　ただ、こうした役割を担う団員が減ってきています。合
併時には 1910 人いた団員も現在は 1690 人と約 200 人も
減り、団員の確保が必要です。
　消防団員の出動は、災害現場ばかりではありません。災
害時には避難所へ避難している住民の方のケアや、女性へ
のフォローなど男性では不都合な場面もあります。こうし
た場所で女性団員が活躍しているというところも多くあり
ます。東広島市では女子大学生が消防団に加入し、大きな
力になっていますので、庄原市でも学生を含めた女性団員
の確保に積極的に取り組んでいきたいと思います。

　子どもたちが安全に学校生活を
送れること。それが私たち保護者
の願いです。
　庄原市は地震が少ない地域では

ありますが、今後大きな地震が起きないという保証はどこ
にもありません。ですので、本年度中に市内の小中学校の
耐震化率が 100％になるとお聞きし、心強く感じています。
　また、学校は災害時の避難所にもなるので、耐震性が高
いというのは、一市民としても安心感が違います。
　とはいえ、学校施設の耐震化だけでは、子どもの安全を
守ることはできません。通学時の安全確保という面では、
歩道の整備や横断歩道の設置が必要な危険箇所がまだまだ
あります。防災・防犯という観点で言えば、学校だけでな
く日ごろから家族で話をしておくなど防災・防犯に対する
意識を高めておく必要があります。
　子どもたちの安全を守るために、ＰＴＡとしても学校と
連携した取り組みを進めていきたいと思います。

合併から10年を振り返るシリーズ。
今月は安全・安心のまちづくりをテーマにお届けし
ます。

１

３４

２５
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医
師
不
足
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み

　
　

近
年
、
全
国
的
な
医
師
不
足
に

よ
る
医
療
崩
壊
が
大
き
な
社
会
問

題
に
な
っ
て
お
り
、
庄
原
市
で
も

地
域
医
療
の
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

医
師
の
減
少
、
診
療
所
の
継
承

や
医
師
の
高
齢
化
、
看
護
師
の
不

足
な
ど
、
地
域
医
療
へ
の
危
機
感

か
ら
平
成
21
年
６
月
、
庄
原
市
医

師
会
・
庄
原
赤
十
字
病
院
・
市
の

３
者
で
「
庄
原
市
の
地
域
医
療
を

い
、
庄
原
赤
十
字
病
院
は
、
市
内

で
唯
一
、
救
急
・
高
度
医
療
に
対

応
で
き
る
総
合
病
院
と
し
て
二
次

医
療
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

広
大
な
面
積
を
有
す
る
本
市
に

と
っ
て
一
次
・
二
次
医
療
の
連
携

は
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
庄
原

赤
十
字
病
院
と
各
診
療
所
を
つ
な

ぎ
、
紹
介
患
者
の
症
状
な
ど
の
情

報
共
有
を
可
能
に
す
る
「
地
域
医

療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
」
の
運
用
を
23
年
４
月
か
ら
開

始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
庄
原
赤
十
字
病
院
が
抱

え
て
い
た
、
経
年
に
よ
る
耐
震
性

の
低
下
や
建
て
増
し
に
よ
る
利
便

性
の
悪
さ
と
い
っ
た
諸
課
題
を
解

消
す
る
た
め
、
市
は
病
院
の
増
改

築
事
業
へ
財
政
支
援
を
実
施
。
25

年
12
月
に
増
改
築
が
完
了
し
、
最

新
医
療
機
器
や
手
術
室
の
整
備
に

よ
っ
て
、
救
急
医
療
、
高
度
医
療

機
能
が
充
実
し
ま
し
た
。

　

今
後
、庄
原
赤
十
字
病
院
に
は
、

地
域
医
療
の
拠
点
と
し
て
、
よ
り

一
層
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

庄
原
赤
十
字
病
院
に
就
職
。
以
降

毎
年
市
内
の
医
療
機
関
に
就
職
す

る
学
生
が
増
え
、
そ
の
成
果
が
表

れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

同
年
10
月
に
は
、
市
内
で
唯
一

小
児
科
が
あ
る
庄
原
赤
十
字
病
院

か
ら
小
児
科
医
が
い
な
く
な
る
と

い
う
不
安
を
抱
い
た
母
親
た
ち
が

「
庄
原
の
小
児
医
療
を
考
え
る
ひ

だ
ま
り
の
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。

　

ひ
だ
ま
り
の
会
で
は
、
24
時
間

３
６
５
日
の
診
療
体
制
で
働
く
小

児
科
医
の
負
担
を
減
ら
そ
う
と
、

病
気
に
関
す
る
知
識
や
上
手
な
受

診
の
仕
方
を
学
ぶ
学
習
会
を
開
く

な
ど
、
精
力
的
な
活
動
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
勤
務
医
師
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、
25
年
４
月
に
「
休
日

診
療
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
。
そ
れ

ま
で
は
、
庄
原
赤
十
字
病
院
で
受

診
す
る
軽
症
患
者
が
増
え
、
本
来

担
う
べ
き
二
次
救
急
医
療
に
支
障

を
来
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
し

た
患
者
が
減
り
、
勤
務
医
師
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
の
拠
点
を
整
備

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
る
身
近

な
診
療
所
は
、「
か
か
り
つ
け
医
」

と
し
て
一
次
医
療
の
役
割
を
担

考
え
る
会
」
を
設
立
。
庄
原
赤
十

字
病
院
と
診
療
所
の
連
携
強
化

と
、
利
用
し
や
す
い
医
療
体
制
の

構
築
を
目
指
し
、
官
民
協
働
に
よ

る
地
域
医
療
を
守
る
取
り
組
み
が

動
き
始
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
か
ら

創
設
さ
れ
た
の
が
、「
庄
原
市
医

療
従
事
者
育
成
奨
学
金
制
度
」。

医
師
や
看
護
師
を
目
指
す
人
に
資

金
を
貸
し
付
け
、
本
市
で
働
く
医

療
従
事
者
を
増
や
す
の
が
ね
ら
い

で
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
２

人
が
23
年
４
月
、
看
護
師
と
し
て

毛 利 昭 生 さん

庄原市医師会　会長

　庄原市の地域医療を考える会
では、本市の地域医療を守るべ
く、医療従事者の確保対策や、
庄原赤十字病院の勤務医師の負
担軽減対策である休日診療センターの開設、地域医療を
考えるシンポジウムの開催など、取り組みを進めてきま
した。また、休止している庄原赤十字病院の産科医療に
ついても、再開に向けて関係者一丸となって取り組んで
きたところです。産科医療の再開は私たちの悲願ですの
で、産科医師を優先的に配置していただくよう、継続し
て要請していきます。
　２０２５年問題と言われるように、これからは医療・保健・
福祉・介護の分野を一体的に進める「地域包括ケアシス
テム」の構築が求められてきます。そのためには、医療機関、
介護職、行政などがお互いに顔の見える関係をつくること。
旧市町単位の地域包括ケアを進めるための組織づくりに向
け、講習会や啓発活動に取り組んでいきたいと思います。

１_ 備北圏域と庄原市の産科医療を考える集い（Ｈ 25.11）／２_ 庄原中学校改築工事
完了（Ｈ 26.3）／３.７_ 庄原赤十字病院増改築工事完了。救急医療・高度医療が充実

（Ｈ 25.12）／４_ 東城小学校校舎棟・東城学校給食共同調理場完成（Ｈ 26.３）／５_
へき地医療拠点病院による移動診療車運行（Ｈ 24.７～）／６.11_ 庄原豪雨災害篠堂
川復旧事業完了・復旧記念碑除幕（Ｈ 26.３）／８_ 庄原の小児医療を考えるひだまり
の会が開催する小児医療学習会。９_ ひだまりの会が広島県いきいき地域づくり賞受賞

（Ｈ 25.12）10_ 休日診療センター開設（Ｈ 25.4）

２　地域医療を守る取り組み

１２

３４

５
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特集

県
大
の
チ
カ
ラ

1

しょうばらいろ　むらさきのゆめシリーズ。蔵出し梅酒ケ
ーキ、米粉入りビスケットも産学官連携から生まれた。

●県立広島大学
平成 17 年４月１日に「県立広島女子大学」「広島県立大学」「広島
県立保健福祉大学」が統合して開設された公立大学。広島・三原・
庄原にキャンパスがあり、４学部 11学科と助産学専攻科、総合学
術研究科を有している。庄原キャンパス（前身の広島県立大学は平
成元年に開学）には生命環境学部（生命科学科・環境科学科）があり、
大学院生を含め７６７人（平成 26 年５月１日現在）が在籍している。　

し
ょ
う
ば
ら
い
ろ　

む
ら
さ
き

の
ゆ
め
シ
リ
ー
ズ
は
、
庄
原
産
有

色
米
（
古
代
米
）
を
使
用
し
た
ク

ッ
キ
ー
、
パ
ン
を
商
品
化
し
た
も

の
で
、
県
大
が
持
っ
て
い
た
“
有

色
米
を
糖
化
液
に
す
る
製
造
技

術
”
を
利
用
し
て
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
商
品
は

や
さ
し
い
紫
色
（
ア
ン
ト
シ
ア
ニ

ン
の
一
種
）
を
し
て
い
て
、
ほ
ん

の
り
し
た
甘
さ
と
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
の
多
さ
が
特
徴
で
す
。

　

開
発
期
間
は
約
１
年
半
。
当
初

は
食
パ
ン
の
み
を
生
産
し
て
い
ま

し
た
が
、
日
持
ち
が
し
な
い
こ
と

も
あ
り
販
売
数
量
は
伸
び
悩
み
ま

し
た
。
そ
こ
で
日
持
ち
の
す
る
ク

ッ
キ
ー
を
開
発
。
長
距
離
を
輸
送

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
道
の
駅
な

ど
で
販
売
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と

で
、
広
く
商
品
を
Ｐ
Ｒ
で
き
、
売

り
上
げ
増
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　

米
麦
工
房
21
め
ぐ
み
の
荒
井
武

店
長
は
「
当
社
を
代
表
す
る
商
品

が
誕
生
し
た
と
い
う
意
味
で
は
、

こ
の
事
業
に
参
加
し
て
良
か
っ

た
。
庄
原
産
の
古
代
米
を
使
っ
た

他
に
は
無
い
商
品
が
で
き
て
喜
び

ま
し
た
」
と
話
す
一
方
で
、「
話

題
性
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ

け
で
は
弱
い
。
産
学
官
連
携
の
中

で
、
新
し
い
商
品
の
開
発
も
進
め

て
い
き
た
い
」と
力
を
込
め
ま
す
。

　
「
庄
原
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
う
し
た
商
品

を
し
っ
か
り
売
り
込
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

試
食
会
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ

て
、
庄
原
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」。

　

庄
原
市
は
大
学
の
あ
る
ま
ち
で
す
。
本
市
に
あ
る
県
立

広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
前
身
の
広
島
県
立
大
学

開
学
以
来
、
県
北
唯
一
の
４
年
制
大
学
と
し
て
、
毎
年
多

く
の
学
生
を
受
け
入
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る

人
材
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
と
い
う
と
、
ど
こ
か
近
づ
き
が
た
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、庄
原
市
を
見
渡
す
と
「
県
大
」

の
存
在
を
感
じ
る
場
面
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
学
生
た

ち
の
学
び
や
研
究
活
動
の
場
は
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
地
域
へ

と
広
が
り
、
地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

今
月
は
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
「
県
大
庄
原

キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

※
特
集
で
は
、
県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス
（
統
合

前
の
広
島
県
立
大
学
を
含
む
）を「
県
大
」と
呼
称
し
ま
す
。

しょうばらいろ
むらさきのゆめ
シリーズ

米麦工房21めぐみ
（株式会社和泉光和堂）
℡0824-75-4515

　大学には研究する人がいます。そして、『研究技術・ノ
ウハウ・アイデア・設備など』＝『シーズ（種）』があり、
これらの資源を地域活性化につなげる取り組みが進めら
れています。
　県大・市・市内の商工団体などで構成する「しょうば
ら産学官連携推進機構」が橋渡し役となり、地域や事
業者が抱えている課題やニーズと、県大が持つ『シーズ』
を結び付けることで、それまでにはなかった新たな商品
が誕生しています。

イノベーションを起こせ
ー新たな価値を生む１ー

　お客さまからは好評で
よく売れています。お客
さまのニーズに合わせて、
食べやすい量や価格設定
にしたことで売り上げが
伸びています。商品が売
れることで庄原のアピールにもつながります
ので、市外にもどんどん売り込んでいきたい
と思っています。

　産学官連携事業に関わ
ることができてうれしい
反面、もっとこうした取
り組みが市内全体に広が
ればいいと思います。古
代米が欲しいという業者
は増えていますので、生産者が増えれば、古
代米をテーマにまちづくりするというのも面
白いですし、庄原市の新たなＰＲにもつなが
るのではないでしょうか。

米麦工房21めぐみ
店長　荒井　武さん

古代米生産者
大掛秀秋さん（川北町）

　特集　県大のチカラ
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1
食彩館しょうばらゆめさくら内のミート工房では数
量限定で精肉を販売。レストラン花ほぼろでは、生
ハムを使ったサラダが食べられる。７月からはスペ
アリブを加えた定食を販売する予定。米麦工房 21
めぐみではカツドッグとして販売中。

毎年、子どもたちに協力してもらい、どんぐりを収集。

　

自
然
豊
か
な
庄
原
市
で
採
れ
た

栄
養
豊
富
な
ど
ん
ぐ
り
を
餌
と
し

て
与
え
、
ス
ト
レ
ス
の
か
か
ら
な

い
大
自
然
の
中
で
伸
び
伸
び
と
育

て
た
「
ど
ん
ぐ
り
コ
ロ
コ
ロ
豚
」。

ど
ん
ぐ
り
を
与
え
る
こ
と
で
、
豚

肉
の
脂
肪
中
の
不
飽
和
脂
肪
酸
の

比
率
が
高
く
な
り
、
お
い
し
い
豚

肉
に
な
る
の
だ
と
い
い
ま
す
。

　

県
大
が
行
っ
て
い
た
こ
の
研
究

に
着
目
し
た
庄
原
商
工
会
議
所

は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
取
り

組
み
を
ス
タ
ー
ト
。
市
内
の
養
豚

農
家
や
県
大
、
市
と
連
携
し
て
、

肉
質
変
化
の
デ
ー
タ
収
集
と
検

査
・
分
析
を
行
い
、
不
飽
和
脂
肪

酸
が
増
加
す
る
こ
と
を
実
証
し
、

メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
「
試
食
会
で
は
、『
肉
に
し
つ
こ

さ
が
な
く
、脂
身
が
お
い
し
い
』

『
く
せ
が
な
く
、柔
ら
か
く
て
お
い

し
い
』と
い
っ
た
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
」。
こ
う
語
る

の
は
同
会
議
所
の
栗
部
秀
道
事
務

局
長
。
庄
原
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
観
光
振
興
に
つ
な
が
る
と
い

う
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
の
た
め
に
は
安
定
し

た
生
産
体
制
の
確
立
が
必
要
で

す
。
餌
と
な
る
ど
ん
ぐ
り
の
確
保

も
必
要
で
す
が
、
何
よ
り
ど
ん
ぐ

り
コ
ロ
コ
ロ
豚
を
生
産
す
る
農
家

が
増
え
る
こ
と
が
、
当
面
の
課
題

で
す
。

　
「
産
学
官
連
携
の
な
か
で
生
ま

れ
た
価
値
の
高
い
商
品
で
、
需
要

も
あ
り
ま
す
。
よ
り
産
学
官
の
連

携
を
強
め
な
が
ら
養
豚
農
家
の
方

が
参
入
し
や
す
い
方
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

どんぐり
コロコロ豚

トン

庄原商工会議所
℡0824-72-2121

　どんぐりコロコロ豚は希
少価値の高い商品です。生
産量が少ないのは手間ひま
がかかっているという面が
あり、そこに付加価値がつ
くという事例が全国にも多

くあります。精肉を取り扱うには量が足りま
せんが、生ハムなどの加工肉にすることで長
期保存が可能になり、取り扱いの幅も広がり
ますし、さらなる付加価値が付き収益の面で
も期待できると思います。

　生産者として、どんぐり
コロコロ豚の評価はうれし
く思っています。もっと生
産者が増えれば良いです
が、放牧するところが限ら
れることもあり条件は厳し

いです。一つの提案にはなりますが、豚舎の
中でもどんぐりを与えれば、「どんぐり豚」
として商品化できるようにして、加えて放牧
したものを「どんぐりコロコロ豚」として売
り出す方法はどうでしょうか。これを生ハム
限定商品にして価値を高めてもいいと思いま
す。そういった考えや取り組みが生産者増へ
のステップになると思います。

庄原商工会議所　大歳　龍さん

どんぐりコロコロ豚生産者
百間不二夫さん（山内町）

　

当
機
構
は
、
主
に
大
学
の
研
究

者
と
地
域
や
事
業
者
と
の
橋
渡
し

を
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
や
地
域
か
ら
直
接
相
談

を
お
受
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

し
、
企
業
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
新
し

く
挑
戦
し
た
い
こ
と
を
伺
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
相
談
内
容
を
大
学

側
に
伝
え
、
ど
う
い
っ
た
研
究
者

が
適
し
て
い
る
か
な
ど
話
合
い
を

持
つ
な
か
で
、
課
題
に
対
す
る
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。
そ
こ
か
ら

多
く
の
も
の
が
商
品
化
に
結
び
付

い
て
い
ま
す
。

　

商
品
は
開
発
し
て
終
わ
り
で
は

な
く
、
周
知
や
販
売
促
進
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
し
っ
か
り
支
援
す
る

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
道
の
駅

な
ど
市
内
に
は
商
品
を
置
け
る
施

設
が
多
く
あ
る
の
で
、
特
設
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
や
ポ
ッ
プ
作
製
な
ど

店
頭
販
売
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

消
費
者
に
試
食
し
て
も
ら
い
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
る
と
い
っ
た
活
動
も

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

広
島
県
内
で
大
学
と
企
業
、
そ

し
て
自
治
体
が
構
成
員
に
な
っ
て

い
る
当
機
構
の
よ
う
な
組
織
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
庄
原

市
の
特
色
だ
と
言
え
ま
す
。

　

大
学
研
究
者
の
世
代
交
代
が
進

ん
で
い
る
の
で
、
大
学
が
持
っ
て

い
る
シ
ー
ズ
が
少
し
ず
つ
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
当
機
構
と
し
て

そ
の
シ
ー
ズ
を
き
ち
ん
と
整
理
し

て
、
事
業
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に

情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
新

し
い
連
携
を
生
み
、
新
た
な
事
業

へ
の
展
開
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

経
営
上
の
課
題
や
新
事
業
へ
の

挑
戦
、
地
域
課
題
の
解
決
な
ど
に

お
困
り
の
際
は
、
当
機
構
へ
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

県
立
広
島
大
学
は
、
地
域
の
活

性
化
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
く

た
め
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
を
各

キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
し
、
地
域
か

ら
の
相
談
を
受
け
な
が
ら
、
地
域

の
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
生
涯
教

育
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

庄
原
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
で

は
、
直
接
、
あ
る
い
は
市
町
な
ど

を
通
し
て
住
民
の
方
か
ら
相
談
を

お
受
け
す
る
こ
と
も
可
能
で
す

し
、
し
ょ
う
ば
ら
産
学
官
連
携
機

構
を
通
じ
て
事
業
者
の
方
々
か
ら

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
自

治
振
興
区
か
ら
相
談
を
受
け
る
こ

と
が
多
い
の
も
庄
原
地
域
連
携
セ

ン
タ
ー
の
特
徴
で
す
。

　

ご
相
談
い
た
だ
く
内
容
に
よ
っ

て
教
員
を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス
所
属
の
教
員
だ

け
で
な
く
、
他
の
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

照
会
し
、
対
応
で
き
る
教
員
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
に
は
「
地
域
課
題

解
決
型
研
究
」
と
い
う
予
算
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自
治
振

興
区
な
ど
の
公
的
な
組
織
か
ら
出

さ
れ
た
課
題
案
件
に
対
し
、
対
応

可
能
な
教
員
が
エ
ン
ト
リ
ー
す
れ

ば
、
地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
に

本
学
の
予
算
を
活
用
し
て
、
研
究

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

国
も
大
学
に
地
域
と
の
連
携
を

期
待
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
う
し

た
シ
ス
テ
ム
も
運
用
し
な
が
ら
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
庄
原
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
を
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

し
ょ
う
ば
ら
産
学
官
連
携
推
進
機
構

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

仲　

正
人 

さ
ん

県
立
広
島
大
学

庄
原
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

西
村　

和
之 

さ
ん

新
た
な
事
業
に
つ
な
が
る

役
割
を
担
い
ま
す

地
域
の
課
題
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

イノベーションを起こせ
ー新たな価値を生む２ー

地域課題を解決したい―。
新しいことに挑戦したい―。
県大はその思いに応えるチカラがあります。
関係する２人に話を聞きました。

●産学官連携商品集

県立広島大学が地域の企業、地方
自治体などと連携協力により開発
された 26 商品が掲載されている。
発行：県立広島大学地域連携セン
ター

　特集　県大のチカラ
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2
　作業を依頼した
　　菱　亮一さん・千尋さん
　　　　絢音ちゃん・優真くん

助
か
る
の
は
も
ち
ろ
ん

一
緒
に
作
業
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

INTERVIEW

県
大
１
の
人
気
サ
ー
ク
ル

　

農
林
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ハ
ン
ズ
」
は
、

主
に
庄
原
・
三
次
市
な
ど
の
県
北

を
中
心
に
、
農
家
な
ど
か
ら
依
頼

を
受
け
て
、
農
林
業
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
作
業
を
手
伝
っ
て
い
ま

す
。「
楽
し
く
作
業
を
行
い
な
が

ら
、
座
学
で
は
学
べ
な
い
よ
う
な

こ
と
を
学
ぶ
」
こ
と
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
所
属
し
て
い
る
学
生
は
、

な
ん
と
１
１
６
人
。
他
の
サ
ー
ク

ル
と
掛
け
持
ち
し
て
い
る
学
生
が

多
く
い
る
の
も
特
徴
で
す
。
新
入

生
歓
迎
会
で
も
人
気
の
高
い
サ
ー

ク
ル
で
、
農
業
に
興
味
が
あ
る
学

生
が
多
く
加
入
し
て
き
ま
す
。

若
い
チ
カ
ラ
が
農
家
の
チ
カ
ラ
に

　

活
動
は
、
週
に
１
度
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
、
農
家
か
ら
依
頼
さ

れ
た
内
容
を
メ
ン
バ
ー
で
共
有

し
、
参
加
で
き
る
メ
ン
バ
ー
を
募

り
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
依
頼
が

あ
り
ま
す
が
、
春
と
秋
の
農
繁
期

に
依
頼
が
集
中
し
ま
す
。
依
頼
日

が
重
な
っ
た
と
き
に
は
小
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

４
件
の
依
頼
を
受
け
た
６
月
13

日
は
４
グ
ル
ー
プ
で
活
動
。
そ
の

う
ち
の
ひ
と
つ
、
暮
ら
し
宿
お
古

（
川
北
町
）
で
の
作
業
に
は
４
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
依

頼
内
容
は
、
炭
素
循
環
農
法
で
野

菜
作
り
に
取
り
組
む
た
め
の
畑
づ

く
り
と
し
て
、
土
の
中
に
切
り
出

し
た
竹
を
埋
め
る
と
い
う
作
業
の

お
手
伝
い
。

　

４
人
は
畑
を
片
付
け
、
事
前
に

切
り
出
し
て
あ
っ
た
竹
を
運
ん
だ

後
、
10
セ
ン
チ
幅
の
溝
を
約
80
セ

ン
チ
の
深
さ
に
掘
り
、
竹
を
据
え

付
け
埋
め
戻
す
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　

初
め
て
作
業
を
行
っ
た
山
田
耀

平
さ
ん
（
１
年
）
は
「
予
想
以
上

に
し
ん
ど
い
作
業
だ
っ
た
」
と
汗

を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
も
「
な
か
な
か

経
験
で
き
な
い
作
業
で
勉
強
に
な

る
」
と
話
し
、
同
じ
く
初
参
加
の

持
田
哲
平
さ
ん
（
１
年
）
は
「
作

業
は
き
つ
い
で
す
が
、
そ
の
後
の

ご
飯
が
最
高
で
す
」
と
爽
や
か
な

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

作
業
を
依
頼
し
た
菱
亮
一
さ
ん

は
「
彼
ら
な
し
で
は
で
き
な
い
こ

と
が
多
く
、
本
当
に
助
か
っ
て
い

る
」
と
感
謝
し
き
れ
な
い
様
子
。

こ
の
日
作
業
を
手
伝
い
に
訪
れ
て

フィールドへ飛び出せ
ー県大生のチカラ１ー

県大では多くの学生が学んでいます。
学生にとっては学内はもちろん、市内全体が
学びのフィールド。地域に飛び出した学生が
地域のチカラになっています。

農林業ボランティアサークル
ファーマーズハンズ

い
た
渡
邉
拓
昭
さ
ん
（
高
野
町
）

も
「
人
手
が
足
り
な
い
と
き
に
本

当
に
助
か
る
し
、
こ
の
サ
ー
ク
ル

の
存
在
は
農
家
に
と
っ
て
と
て
も

大
き
い
」
と
う
な
ず
き
ま
す
。

つ
な
が
り
が
愛
着
を
生
む

　

学
生
の
多
く
が
市
外
出
身
者
。

農
家
や
地
域
の
人
と
一
緒
に
作
業

す
る
こ
と
で
、
知
ら
な
い
土
地
に

愛
着
を
持
つ
よ
う
に
な
る
学
生
も

少
な
く
な
い
と
い
い
ま
す
。
石
川

実
可
子
さ
ん
（
２
年
）
は
「
庄
原

は
何
も
無
い
と
思
っ
て
い
た
け

ど
、
こ
の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
こ

と
で
庄
原
に
は
い
い
と
こ
ろ
が
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
」

と
話
し
、
大
宮
唯
さ
ん
（
４
年
）

も
「
最
初
は
農
業
を
知
ら
ず
興
味

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で

は
農
家
に
嫁
い
で
も
い
い
か
な
ぁ

な
ん
て
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

農
家
の
負
担
を
軽
減
す
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
活
力
を
生
む
チ

カ
ラ
を
秘
め
て
い
る
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
ハ
ン
ズ
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に

注
目
で
す
。

　ファーマーズハンズの皆さんには、田んぼ

の草抜きから、稲刈り、田植え、しいたけの

収穫など一年を通して作業を手伝ってもらっ

ています。手の掛かる作業が多いときには、

とても助かっています。皆さんには農業に関

する技術や知識など、身になるものを何か少

しでも持ち帰ってもらいたいと思い、依頼内

容を工夫しお願いしています。私たちも学生

と一緒に学びながら作業を楽しんでいます。

上／暮らし宿お古での作業に参加した、左から山田耀平さん、持
田哲平さん、石川実可子さん、大宮唯さん。右・下／切り出した
竹を運び、土中に埋め込む作業。時折笑顔を覗かせながら黙々と
作業。左下／昼食をとりながら深い話を聞けるのも魅力

　特集　県大のチカラ
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こ
の
日
に
向
け
て
競
技
に
必
要
な

薪
の
準
備
や
環
境
整
備
を
行
い
、

前
日
に
は
案
内
看
板
や
の
ぼ
り
の

設
置
な
ど
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
「
さ
く
ら
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
重

要
な
戦
力
で
大
き
な
チ
カ
ラ
に

な
っ
て
い
る
」。
こ
う
語
る
の
は
、

ひ
ろ
し
ま
山
の
日
実
行
委
員
の
林

高
正
さ
ん
。「
大
会
が
開
催
で
き

る
の
も
彼
女
た
ち
の
お
か
げ
」
と

言
い
切
り
ま
す
。
こ
う
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
も
、
地
域
で
は

農
家
や
会
社
勤
め
の
人
が
多
い
た

め
、
大
会
運
営
が
難
し
い
状
況
に

あ
る
の
だ
と
い
い
ま
す
。「
準
備

段
階
か
ら
携
わ
っ
て
く
れ
る
の
で

あ
り
が
た
い
で
す
し
、
里
山
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
も
集
客
に
貢
献
し
て

く
れ
て
い
る
」
と
感
謝
の
言
葉
を

続
け
ま
す
。

こ
と
も
あ
り
、楽
し
ん
で
い
ま
す
」

と
声
を
弾
ま
せ
ま
す
。

　

今
年
は
６
月
14
日
に
開
催
さ
れ

た
「
ひ
ろ
し
ま
山
の
日
県
民
の
集

い
」
の
庄
原
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
と
し
て
実

施
。
こ
の
集
い
は
県
内
13
市
町

15
会
場
で
開
催
さ
れ
、
里
山
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
庄
原
会

場
の
里
山
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
ほ

か
に
は
な
い
珍
し
さ
か
ら
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
大
き
な
チ
カ
ラ
に

　

メ
ン
バ
ー
は
森
林
組
合
、
地
元

の
方
た
ち
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

庄
原
フ
ァ
ン
を
生
み
続
け
る

　

さ
く
ら
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
メ
ン

バ
ー
で
社
会
人
の
後
藤
伸
彦
さ
ん

は
、
学
生
が
自
分
た
ち
で
つ
く
る

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
成
長
し
、
地

域
の
人
と
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
１
人
。そ
の
中
か
ら
、

「
庄
原
に
住
み
た
い
と
思
う
学
生

が
出
て
き
て
く
れ
た
ら
―
」
と
期

待
し
て
い
ま
す
。「
実
際
に
定
住

し
て
く
れ
た
学
生
も
い
ま
す
し
、

イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
た
び
に
庄
原
に

帰
っ
て
き
て
協
力
し
て
く
れ
る
卒

業
生
も
い
ま
す
」。

 

庄
原
フ
ァ
ン
を
つ
く
り
続
け
る

存
在
と
し
て
、
さ
く
ら
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
活
動
は
続
い
て
い
き
ま

す
。

フィールドへ飛び出せ
ー県大生のチカラ２ー

ま
ち
な
か
に
に
ぎ
わ
い
を

　

さ
く
ら
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
毎

週
１
回
の
会
議
を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
実
施
し
、

庄
原
市
の
観
光
・
地
域
振
興
に
一

役
買
お
う
と
活
動
し
て
い
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。
県
立
広
島
大
学
の
学

生
と
市
内
外
に
住
む
社
会
人
で
構

成
さ
れ
、
約
20
人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
庄
原
市
の
名
所
を

紹
介
す
る「
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
」

や
、
市
内
の
観
光
地
と
特
産
品
な

ど
を
紹
介
す
る
「
庄
原
ぐ
る
っ
と

ス
ゴ
ロ
ク
」
の
制
作
、
浴
衣
で
楽

し
む
紅
梅
通
り
七
夕
ま
つ
り
の
開

催
な
ど
、
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い

創
出
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
学
生
の
ア
イ
デ

ア
か
ら
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

里
山
を
も
っ
と
身
近
に

　

現
在
の
活
動
の
中
で
特
に
力
を

入
れ
て
い
る
の
が
「
里
山
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
」。
里
山
の
暮
ら
し
に

欠
か
せ
な
い
３
つ
の
仕
事
を
参
考

に
し
た
「
薪
割
り
・
里
山
ラ
ン
・

火
お
こ
し
」
の
３
種
目
を
連
続
し

て
行
う
と
い
う
も
の
で
、
里
山
の

作
業
の
厳
し
さ
と
楽
し
さ
を
体
験

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
平
成
23

年
度
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

部
長
の
藤
本
智
美
さ
ん
（
２

年
）
は
「
私
自
身
里
山
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
に
引
か
れ
て
入
部
し
た
口

で
す
。
特
に
薪
割
り
、
火
お
こ
し

が
面
白
い
で
す
。
活
動
で
は
学
ぶ

地域活性化サークル
さくらプランニング

●里山トライアスロン
薪割り、里山ラン、火おこしの３種目
を順番で実施し、種目別と総合でタイ
ムを競う競技。薪割りは、用意され
た直径約 20 センチの丸太を斧で４分
割し、割った薪が規定の大きさの穴を
通ればクリア。里山ランは高低差のあ
る山道約８００メートルを、途中にあ
る崖をロープを使って登るなどして駆
け抜ける。最後の火おこしはロケット
ストーブを使って湯を沸かす。里山ラ
ンまでで大差がついても、最後の火お
こしで逆転可能なのもこの競技の面白
さ。県外から毎回参加する根強いファ
ンがいる。この秋も開催予定で、詳し
くは公式Webサイト 「里山トライアス
ロン」で検索！

庄原を舞台にした「庄原ぐるっとスゴロク」。
遊びながら庄原市のことを楽しく知ることが
できる。しょうばら九日市などに出展し、イ
ベントを盛り上げている。

イベントに向け
薪の調達に汗を
流すメンバー。

浴衣で楽しむ紅梅通り七夕まつり（平成 17 年）当時のようす。
現在は七夕まつり土曜夜市に出店で参加している。

地域に飛び出した学生と地域とがつながる。
学生も地域もチカラが沸いてくる。

　特集　県大のチカラ
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sumiaki hosoi

　
「
今
の
仕
事
に
出
会
え
た
の
は

県
大
に
来
た
か
ら
こ
そ
」。

　

そ
う
語
る
の
は
、
株
式
会
社
福

本
農
産
（
山
内
町
）
で
日
々
農
業

と
向
き
合
っ
て
い
る
細
井
澄
秋
さ

ん
。
地
元
の
高
校
に
通
っ
て
い
た

と
き
、
牧
場
実
習
で
酪
農
の
作
業

を
経
験
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

動
物
へ
の
興
味
が
沸
き
、
生
物
の

こ
と
が
学
べ
る
広
島
県
立
大
学

（
現
在
の
県
立
広
島
大
学
）
を
選

び
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
生
物
資
源
管
理
学
科

を
専
攻
し
、
農
業
経
済
・
経
営
学

を
学
び
な
が
ら
４
年
間
、
庄
原
市

で
大
学
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
卒

業
後
は
福
山
市
の
畜
産
会
社
に
就

職
し
ま
し
た
が
、
同
大
学
院
に

通
っ
て
い
る
友
人
か
ら
「
後
継
者

を
探
し
て
い
る
農
家
が
い
る
。
庄

原
で
農
業
を
し
な
い
か
」
と
声
が

掛
か
り
ま
し
た
。

　
「
学
生
の
頃
か
ら
庄
原
が
好
き

で
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
す
し
、

通
常
、
新
規
就
農
者
で
は
で
き
な

い
経
営
規
模
。
自
分
の
牧
場
を
持

つ
と
い
う
夢
が
か
な
う
か
も
し
れ

な
い
。
チ
ャ
ン
ス
だ
と
」。

　

細
井
さ
ん
は
庄
原
へ
の
移
住
を

決
め
ま
し
た
。「
将
来
は
農
業
が

や
り
た
い
と
話
し
て
い
た
の
を
友

人
が
覚
え
て
い
て
く
れ
た
」
と
感

謝
し
ま
す
。

　

新
た
な
職
場
は
福
本
博
昭
さ
ん

の
農
場
。
県
大
の
す
ぐ
西
側
に
位

置
し
ま
す
。「
県
大
の
存
在
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
い
て
い
た
か

ら
こ
そ
、
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け

た
の
だ
と
思
い
ま
す
」。

　

細
井
さ
ん
の
後
継
が
足
が
か
り

と
な
り
、
福
本
農
場
は
農
業
法
人

へ
と
移
行
。
現
在
は
30
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
水
田
と
１
０
０
頭
を
超
え
る

和
牛
飼
育
に
よ
る
経
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
細
井
さ
ん
は
さ
ま
ざ
ま

な
役
割
を
任
さ
れ
、
主
に
は
米
作

り
を
担
当
。
作
業
計
画
を
つ
く
り

４
人
の
従
業
員
と
共
に
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
細
井
さ
ん
の
姿
を
間
近

で
見
て
い
る
社
長
の
福
本
博
昭
さ

ん
は
「
頼
り
に
な
る
後
継
者
が
来

て
く
れ
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

「
今
は
米
作
り
が
メ
ー
ン
で
す
が
、

ゆ
く
ゆ
く
は
畜
産
の
ほ
う
も
携
わ

り
た
い
」と
熱
く
語
る
細
井
さ
ん
。

将
来
は
、
山
内
地
区
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
だ
わ
り
米
「
里
山
の

夢
」
に
も
挑
戦
す
る
意
欲
を
覗
か

せ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
皆
さ
ん
は
好
き
勝
手

や
っ
て
も
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い

ま
す
し
、
若
い
者
に
も
頑
張
っ
て

ほ
し
い
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け

ま
す
。
そ
れ
は
県
大
を
身
近
に
感

じ
、
頼
り
に
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し

た
皆
さ
ん
の
気
持
ち
に
応
え
て
い

き
た
い
で
す
ね
」。

　

県
大
卒
業
生
と
し
て
の
誇
り
を

胸
に
、
地
域
で
輝
き
続
け
ま
す
。

庄原スタイル
ー庄原を選んだ理由ー

庄原キャンパスへ
行ってみよう！

庄原市で就職・定住した県大ＯＢ

●図書館

●食堂

●中広場

細井 澄秋 さん
（島根県隠岐出身・東本町）

自分がやりたいことができる場所
好きな庄原に住み続けます

妻実礼さんと長男皐晴（こうせい）くん。
実礼さんとは同じ県大のときに知り合っ
た。休日は家族と過ごすことが専ら。

自然に囲まれた庄原キャンパス。学生でなくても利
用できる場所があるのも魅力です。市民の皆さん
が気軽に足を運べるスポットを、現役生の宮口夏
菜さん（３年）に案内してもらいました。

県立広島大学庄原キャンパス
オープンキャンパス
日　８月９日㈰　９：３０～１６：００
場　庄原市七塚町５６２
内　学部・学科・大学院紹介、模擬講義、施設見学、
　　研究実験見学、個別相談、保護者説明会など。
問　県立広島大学庄原キャンパス教学課
　　℡０８２４－７４－１７００
　　http://www.pu-hiroshima.ac.jp/

蔵書数約18 万 5 千冊。専門書、学術書はもちろん、新書本や文庫本、
雑誌や新聞なども充実。情報管理室ではＤＶＤの鑑賞もできる。

食材にこだわった４４メニューが
学生の胃袋を満たす。２階の国際
交流スペースにはレンジがあり手
作り弁当を持ち寄る学生も多い。

緑と開放感あふれる空
間が広がる。すぐそば
に池があるので、夏場
でも涼感が漂う。

専門雑誌が豊富で、よく利用
しています。料理本が充実し
ているので、いつも参考にし
ています。ＤＶＤ鑑賞ができ
るのは県大では庄原キャン
パスだけなんですよ。

人気の大学カレー
は、目玉焼きとか
らあげ付きでボリ
ューム満点です。

おすすめ
スポット

●開館時間　８：45 ～ 21：30　※土・日・祝日・月末日は休館
●貸し出し　中学生以上１回５冊まで　※図書・雑誌は２週間、ＤＶＤは１週間

おすすめ
スポット

おすすめ
スポット

宮口夏菜さん

　特集　県大のチカラ
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開催日程
庄原自治振興区

９月８日㈫　19：00～　庄原市民会館
「自治振興センターの建設・整備および大規模改修について」

高・本村・峰田・敷信・北自治振興区

７月27日㈪　19：00～　庄原市ふれあいセンター
「各自治振興センターの事務室および駐車場を含む不足設
備の拡充整備および再整備について」

東・山内自治振興区

８月３日㈪　19：00～　東自治振興センター
「超高速情報通信網整備、停電時の緊急通報体制について」

西城地域

９月３日㈭　19：00～　ウイル西城
「未定（オフトークなどでお知らせします。）」

東城地域

８月26日㈬　19：00～　市役所東城支所
「人口減少社会での農山村の活性化について　－田園回帰の
定着に向けて－」

口和地域

８月５日㈬　19：00～　口和自治振興センター
「中国やまなみ街道を利用した地域の活性化について」

高野地域

８月11日㈫　19：00～　上高自治振興センター
「農業振興による活性化について」

比和地域

８月27日㈭　19：00～　比和自治振興センター
「人口減少時代における農地の保全について」

総領地域

７月24日㈮　19：00～　総領自治振興センター
「子ども事業の取り組みについて」

庄
原
市
成
人
式

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

（
成
人
式
実
行
委
員
会
主
催
）

時　

間
：
12
時
30
分
～

　
　
　
　
　
（
成
人
式
終
了
後
）

会　

場
：
庄
原
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

参
加
費
：
３
千
円
程
度

①
共
通
テ
ー
マ

　
「
第
２
期
庄
原
い
ち
ば
ん
基
本

計
画
に
つ
い
て
」
～
第
２
期
庄
原

い
ち
ば
ん
基
本
計
画
の
概
要
と
高

齢
者
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

つ
い
て
～
説
明
し
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
す
。

②
地
域
テ
ー
マ

　

各
地
域
の
自
治
振
興
区
な
ど
で

設
定
さ
れ
た
地
域
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

懇談テーマ

個
人
番
号
制
度
と
は

　
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
（
外
国

人
を
含
む
）
全
員
を
対
象
に
12
桁

の
個
人
番
号
を
定
め
、
年
金
や
医

療
、
福
祉
、
税
、
災
害
対
策
の
手

続
き
な
ど
で
個
人
番
号
を
利
用
す

る
国
の
制
度
で
す
。

　
個
人
番
号
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

手
続
き
に
必
要
な
書
類
が
少
な
く
な
る

な
ど
、
よ
り
迅
速
・
正
確
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

い
つ
か
ら
始
ま
る
の
？

●
10
月
以
降
、「
通
知
カ
ー
ド
」
を

各
世
帯
に
郵
送
し
、
個
人
番
号

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　※

「
通
知
カ
ー
ド
」
は
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
28
年
１
月
以
降
、
市
役
所
や

税
務
署
な
ど
で
個
人
番
号
の
利
用

が
始
ま
り
ま
す
。
年
金
・
医
療
・

介
護
・
児
童
福
祉
や
税
金
関
係
な

ど
の
手
続
き
の
ほ
か
、
職
場
で
健

康
保
険
な
ど
の
手
続
き
を
す
る
場

合
で
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

始
ま
る
前
に
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

■ 

市
民
の
皆
さ
ん
へ

　
10
月
以
降
に
「
通
知
カ
ー
ド
」
が

住
民
票
の
住
所
に
届
き
ま
す
。
現

在
の
住
ま
い
と
住
民
票
の
住
所
が
異

な
る
場
合
は
、「
通
知
カ
ー
ド
」
を

受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

事
業
主
の
方
へ

　
個
人
番
号
は
行
政
だ
け
で
な
く
、

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
従
業
員

を
雇
用
す
る
全
て
の
民
間
事
業
者

（
個
人
事
業
主
も
含
む
）
で
も
取
り

扱
い
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

①
従
業
員
の
個
人
番
号
は
重
要
な

個
人
情
報
で
す
。
個
人
情
報
が
漏

れ
な
い
よ
う
取
扱
責
任
者
を
定
め
、

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
や
鍵
つ
き
棚
、
パ
ソ
コ
ン

の
ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

②
会
計
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
い
る
場

合
は
、
個
人
番
号
に
対
応
す
る
ソ
フ

ト
か
ど
う
か
早
め
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。（
手
書
き
で
の
事
務
処
理
も

引
き
続
き
可
能
で
す
。）

個
人
番
号
が

表
示
さ
れ
た
カ
ー
ド
は
、

「
通
知
カ
ー
ド
」と

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　「
通
知
カ
ー
ド
」
は
住
民
登
録
が

あ
る
全
て
の
方
に
交
付
さ
れ
、「
個

人
番
号
カ
ー
ド
」
は
希
望
者
の
み
に

交
付
さ
れ
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

守
ら
れ
る
の
？

●
個
人
番
号
は
、
法
律
で
認
め
ら
れ

て
い
な
い
者
が
利
用
や
収
集
を
す

る
と
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

●
初
回
に
交
付
さ
れ
る
「
個
人
番

号
カ
ー
ド
」
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
、

個
人
番
号
・
氏
名
・
住
所
・
生

年
月
日
・
性
別
・
写
真
画
像
の

み
が
記
録
（
希
望
者
の
み
電
子
証

明
情
報
も
記
録
）
さ
れ
て
お
り
、

所
得
や
健
康
保
険
な
ど
の
情
報
は

記
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

●
国
の
第
三
者
機
関
の
委
員
会
が
、

個
人
番
号
を
利
用
す
る
者
に
監

督
や
命
令
な
ど
を
行
う
権
限
が
あ

り
ま
す
。

個
人
番
号
は
非
常
に
重

要
な
個
人
情
報
で
す
。

●
絶
対
に
他
人（
役
所
や
職
場
な
ど

法
律
で
利
用
で
き
る
者
を
除
く
。）

に
番
号
を
教
え
た
り
、カ
ー
ド
を

渡
し
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。市

役
所
職
員
が
電
話
で
個
人
番
号

を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
万
一
、
紛
失
・
盗
難
に
あ
っ
た
場

合
は
、
24
時
間
３
６
５
日
対
応
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（「
通
知
カ
ー
ド
」

送
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

で
対
応
し
ま
す
。

個
人
番
号
制
度
と
は

　
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
（
外
国

人
を
含
む
）
全
員
を
対
象
に

の
個
人
番
号
を
定
め
、
年
金
や
医

療
、
福
祉
、
税
、
災
害
対
策
の
手

続
き
な
ど
で
個
人
番
号
を
利
用
す

る
国
の
制
度
で
す
。

　
個
人
番
号
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

手
続
き
に
必
要
な
書
類
が
少
な
く
な
る

な
ど
、
よ
り
迅
速
・
正
確
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

い
つ
か
ら
始
ま
る
の
？

●
10
月
以
降
、「
通
知
カ
ー
ド
」
を

各
世
帯
に
郵
送
し
、
個
人
番
号

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

「
通
知
カ
ー
ド
」
は
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
28
年
１
月
以
降
、
市
役
所
や

税
務
署
な
ど
で
個
人
番
号
の
利
用

が
始
ま
り
ま
す
。
年
金
・
医
療
・

介
護
・
児
童
福
祉
や
税
金
関
係
な

ど
の
手
続
き
の
ほ
か
、
職
場
で
健

康
保
険
な
ど
の
手
続
き
を
す
る
場

合
で
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

始
ま
る
前
に
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
市
民
の
皆
さ
ん
へ

10
月
以
降
に
「
通
知
カ
ー
ド
」
が

個人番号（マイナンバー・社会保障税番号）制度が
始まります 企画課政策推進係　☎0824-73-1112

デザインは変更
される場合があ
ります。

通知カード 個人番号カード

10月以降 平成28年１月以降

希望者のみ（希望者は、「通知カード」に同封されている申
請書により郵送で申請）

住民登録をしている方（外国
人の方を含む。）全員

事前に申込を行った後、市役所の窓口で本人確認を行い、交付します。簡易書留で送付します。

初回発行無料無料

「通知カード」の機能に加え、身分証明書、電子証明書
（e-Taxなど）、マイナポータル（自宅のパソコンから、自分の
個人情報の提供の記録などの情報を確認できる）での利用

市役所や税務署、年金事務
所などで、個人番号を必要と
する手続きに利用

利用方法

手数料

交付方法

交付対象者

交付時期

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
さ
ら
に
進
め
る
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

市
長
が
直
接
対
話
す
る

「
市
政
懇
談
会
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

懇
談
会
は
全
市
共
通

テ
ー
マ
と
各
地
域
（
会

場
）
で
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
成
人
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
成

人
を
祝
い
た
い
市
民
の
皆
さ
ん
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

８
月
15
日
（
土
）

【
受　
　

付
】
９
時
30
分
～

【
式　
　

典
】
10
時
～

【
記
念
行
事
】
10
時
35
分
～

【
記
念
撮
影
】
11
時
35
分
～

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

対
象
者

　

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
、
市
内
在
住
ま
た
は
庄
原
市
出

身
の
人
。

申
し
込
み

　

対
象
者
に
は
７
月
中
旬
に
案
内

状
を
送
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
に

は
案
内
状
が
送
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
支
所

教
育
室
へ
事
前
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

出
席
者

　

自
治
振
興
区
の
役
員
な
ど（
地

域
内
の
自
治
振
興
区
で
決
定
）そ

の
他
一
般
の
方
も
参
加
可
能

※
懇
談
会
で
の
発
言
は
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
内
容
に
限
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
要
望
は
、事
前
に

各
地
域
の
自
治
振
興
区
で
取
り

ま
と
め
、市
か
ら
文
書
で
回
答

し
ま
す
の
で
、会
場
で
の
懇
談
は

行
い
ま
せ
ん
。

○
現
在
、
庄
原
市
に
居
住
し
て
い

る
が
、
庄
原
市
に
住
民
登
録
を
し

て
い
な
い
人

○
庄
原
市
出
身
で
、
庄
原
市
以
外

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

○
７
月
１
日
以
降
に
庄
原
市
に
転

入
（
住
民
登
録
）
す
る
人

そ
の
他

　

西
城
町
・
東
城
町
・
口
和
町
・

高
野
町
・
比
和
町
・
総
領
町
か
ら

無
料
送
迎
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎ 

０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

メ
ー
ル
：syogai-syakai

＠city.
shobara.lg.jp

ま
た
は
各
支
所
教
育
室

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９
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●
新
た
に
介
護
保
険
負
担
割

合
証
を
交
付
し
ま
す
。

要
支
援
、
要
介
護
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
全
員
に
、
ご
自
身
の
負

担
割
合
（
１
割
ま
た
は
２
割
）
を
記

載
し
た
「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」

を
７
月
末
頃
に
発
送
予
定
で
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
必
ず
こ
の
証

を
事
業
者
ま
た
は
施
設
の
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

７
月
末
以
降
、
新
規
に
認
定
を

受
け
た
方
や
更
新
申
請
の
結
果
が
出

た
方
な
ど
は
順
次
発
送
し
ま
す
。
有

効
期
間
は
８
月
１
日
か
ら
翌
年
度
の

７
月
31
日
ま
で
。（
毎
年
度
発
行
）

食
費
・
部
屋
代
の
負
担

軽
減
の
基
準
が
か
わ
り

ま
す

介
護
保
険
３
施
設
（
介
護
老
人

福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施

設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
方
で
低

所
得
者
の
方
は
食
費
・
部
屋
代
の

負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
負
担
軽
減
の
申
請

後
、
本
人
と
同
一
世
帯
の
方
の
前
年

の
所
得
を
基
に
対
象
と
な
る
か
判
断

し
て
い
ま
し
た
が
、
８
月
か
ら
は
次
の

取
り
扱
い
を
追
加
し
ま
す
。

①
配
偶
者
が
市
民
税
を
課
税
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
課
税

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
負
担
軽
減

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。（
世
帯

が
同
じ
か
ど
う
か
は
問
い
ま
せ
ん
）

②
預
貯
金
な
ど
の
金
額
を
確
認
し
、

次
の
基
準
額
を
超
え
る
場
合
に
は

負
担
軽
減
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

配
偶
者
が
い
る
方
：
合
計
２
千
万
円

配
偶
者
が
い
な
い
方
：
１
千
万
円

　
　高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

負
担
の
上
限
が
一
部
の
方

は
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
　

同
じ
月
に
利
用
し
た
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
額
が一
定
額

を
超
え
た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
「
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
の
段
階
区
分

（
所
得
な
ど
に
応
じ
た
区
分
（
下

表
））
に
「
現
役
並
み
所
得
者
」
が

新
設
さ
れ
、
新
し
い
上
限
額
が
設
定

さ
れ
ま
す
。

「
現
役
並
み
所
得
者
」
の
区
分
は
、

同
一
世
帯
内
に
65
歳
以
上
で
課
税
所

得
１
４
５
万
円
以
上
の
方
が
い
る
場

合
が
対
象
で
す
。
た
だ
し
、「
一
定
の

要
件（※
）」
を
満
た
す
方
が
あ
ら
か

じ
め
申
請
す
る
こ
と
で
、
負
担
上
限

が
３
７
２
０
０
円
に
戻
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
対
象
者
に
は
７
月
中
に
申

請
勧
奨
の
通
知
を
行
う
予
定
で
す
。

※同一世帯内に65歳以上の方が１人の場合は、その方の収入が383万円未満。２人以上いる場合は、それらの方の収入合計が520万円未満。

▶　問い合わせ　高齢者福祉課介護保険係　TEL0824-73-1167　または各支所市民生活室

　　　　　　区　　　分（所得などに応じた区分）

現役並み所得者に相当する方がいる世帯の方〈新設区分〉

世帯内のどなたかが市民税を課税されている方

世帯の全員が市民税を課税されていない方

生活保護を受給している方など

　  負担の上限（月額）

44,400円（世帯）

37,200円（世帯）

24,600円（世帯）

24,600円（世帯）

15,000円（個人）

15,000円（個人）

●老齢福祉年金を受給している方
●前年の合計所得金額と公的年金等収入額の
　合計が年間80万円以下の方など

一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る

65
歳
以
上
の
方
は
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負

担
が
２
割
に
な
り
ま
す

８
月
１
日
以
降
に
一
定
以
上
の
所

得
の
あ
る
65
歳
以
上
の
方
が
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は
、
利

用
者
負
担
が
そ
れ
ま
で
の
１
割
か
ら

２
割
に
な
り
ま
す
。
利
用
者
負
担
の

判
定
は
次
の
図
の
と
お
り
で
す
。

8月1日から介護保険制度が変わります

〈利用者負担の判定の流れ〉
本人が
市民税を
課税されて
いる場合

本人が市民税を課税されていない場合
又は生活保護を受給されている場合

本人の合計所得金額が
160万円未満

本人の合計
所得金額が
160万円以上

下記以外の場合 ２割負担

1割負担

1割負担

1割負担

65
歳
以
上
の
方

同一世帯内の６５歳以上の
人数（本人含む）が１人なら
280万円未満、２人以上なら
合計346万円未満の場合

本人の年金収入
とその他の合計所
得金額の合計が

　申請時期は８月上旬からを予定しています。具体的な申請
手続きについては改めて広報紙などでお知らせします。
　申請先は原則として基準日（平成27年１月１日）時点で住
民登録のある市町村となります。

給付対象者　平成27年１月１日時点で庄原市に住民登録の
ある方で、平成27年度分の市民税(均等割)が課税されてい
ない人
※ただし、市民税が課税されている方に扶養されている場
合や生活保護の受給者は原則対象となりません。
給付額　対象者（個人）１人につき６千円※加算はありません。
申請手続　対象者と思われる方には８月上旬に案内文書を
送る予定です。
ただし、次に該当する方は案内が届きませんので、ご自身が
対象になると思われる方は、お気軽にお問い合わせください。
①平成27年１月２日以降に転入した方
→１月１日に住民登録されていた市町村にお問い合わせください。
②住民票と異なる場所に居住しているなど送付先が確認でき
ない方
→事前に送付先をお知らせください。
③未申告により平成27年度の市民税(均等割)非課税が確
認できない方
→税務課市民税係または各支所市民生活室にお問い合わせ
ください。

その他　申請期間などは各市町村で異なります。申請先が
庄原市以外の方は事前にその市町村に問い合わせるか、
ホームページなどで確認してください。

問い合わせ　社会福祉課生活福祉係
（臨時福祉給付金専用ダイヤル）　☎0824-73-1737

支給対象者　本年６月分の児童手当を受給する方 
※基準日（平成27年５月31日）時点で庄原市に住
民登録がある方　
※特例給付を受給する方は、対象となりません。
支給額　対象児童１人につき３千円
申請期間　９月１日（火）まで（当日消印有効）
※給付金の支給は児童手当を支給する10月を予定
しています。
申請手続
　児童手当の現況届とあわせて郵送した申請書に
記入・押印（受け取り方法によって確認書類の添
付が必要）し、児童福祉課・各支所市民生活室
へ提出してください。
※児童手当現況届が届かない方で対象になると思わ
れる方はご連絡ください。
※公務員の方は、勤務先から案内があります。

問い合わせ　児童福祉課児童福祉係　
☎０８２４-73-１１９２

基準日は平成27年1月1日になります。

当チャートはあくまで一般的な場合を想定しています。

生活保護を
受けていますか。

27年度の市民税は
課税されていますか。

27年度の市民税（均等割）
が課税されている方に
扶養※されている。

臨時福祉給付金の支給対象
者となる可能性があります。
対象者一人につき　６千円

対象ではありません。
保護基準の改定によ
り消費税増税分の負
担に対応しています。

対象ではありません。

対象者かどうか確認じゃ！

いいえ いいえ いいえ

はい はい はい

※扶養とは、税法上の扶養を受けていることを指します。健康保
険の被扶養者になっていなくても、税法上の扶養を受けている
場合があります。
　また、世帯外（市外者含む）の方に扶養を受けている場合もあ
りますので、ご家族に確認してみてください。　

「振り込め詐欺」や「個人情報搾取」にご注意ください。！ ！

※平成27年度の「子育て世帯臨時特例給付
金」は、「臨時福祉給付金」の対象となる児童
および生活保護制度の被保護者にあたる児童に
ついても対象となります。

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金

子育て世帯臨時特例給付金　

消費税率引き上げの影響などを踏まえ、今年も臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の支給を行います。

臨時福祉給付金

臨時福祉給付金　対象者診断チャート

臨時福祉給付金

厚生労働省
給付金キャタラクター
カクニンジャ 広報しょうばら／ 2015.7　18 19　2015.7 ／広報しょうばら



母子保健母子保健母子保健
コーナー

●庄原市内の交通事故発生
状況（平成27年５月末）
人傷事故 29件 （－5）

死者 1人 （－1）
負傷者 42人 （－9）

物損事故 301件 （－20）
（　）は前年同期比

　

庄
原
警
察
署
で

は
、
人
傷
事
故
を
年

間
90
件
以
下
に
抑
え

る
数
値
目
標
を
設
定

し
、
各
種
交
通
事
故

抑
止
活
動
を
展
開
中

で
す
。

　

庄
原
市
内
の
交
通
事
故
の
特
徴

○
単
路
（
一
本
道
）
事
故
が
多
発

　

全
事
故
の
約
６
割
が
単
路
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
続
い
て
、
駐
車
場
内
事
故
、
交
差
点

事
故
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
単
独
（
自
損
）
事
故
が
多
発

　

全
事
故
の
約
６
割
が
単
独
衝
突
事
故
で

す
。
続
い
て
出
合
い
頭
事
故
、
追
突
事
故
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

●
運
転
中
は
常
に
注
意
力
を
保
っ
て
、
脇
見

運
転
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

●
長
時
間
の
運
転
と
な
る
場
合
は
、
適
宜
休

憩
を
取
る
。

●
体
調
が
悪
い
と
き
は
運
転
を
控
え
る
。

●
カ
ー
ブ
や
坂
道
の
手
前
で
は
十
分
減
速
す

る
。

●
速
度
は
控
え
め
に
「
急
ハ
ン
ド
ル
」「
急

ブ
レ
ー
キ
」な
ど「
急
」の
つ
く
運
転
は
慎
む
。

●
子
ど
も
や
高
齢
者
、
自
転
車
の
そ
ば
を
通

過
す
る
場
合
は
間
隔
を
十
分
に
と
り
、
接
触

し
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

●
お
互
い
に
「
ゆ
ず
り
あ
い
の
精
神
」
で
、

心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
運
転
す
る
。

　

駐
車
場
で
の
注
意
点

●
道
路
外
だ
か
ら
と
安
心
せ
ず
、
事
故
の
多

い
場
所
と
思
っ
て
気
を
つ
け
る
。

●
近
く
の
車
の
陰
か
ら
人
や
車
が
急
に
飛
び

出
し
て
く
る
の
で
、
最
徐
行
で
安
全
確
認
を

徹
底
す
る
。

●
バ
ッ
ク
発
進
時
の
事
故
が
多
い
た
め
、
前

進
で
発
車
で
き
る
よ
う
駐
車
時
に
は
バ
ッ
ク

駐
車
す
る
。

　

飲
酒
運
転
の
根
絶　

　

飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
の
原
因
と
な
る
悪

質
・
危
険
な
犯
罪
で
す
。
飲
酒
運
転
に
よ
る

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
、
一
人
一

人
が
飲
酒
運
転
を
「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」

「
許
さ
な
い
」
と
い
う
強
い
意
識
を
持
ち
飲

酒
運
転
根
絶
の
取
り
組
み
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

《
症
状
》

●
乳
房
の
部
分
的
な
し
こ
り
・
痛
み
・
赤
み

●
発
熱

●
乳
頭
に
白
い
栓(

白
斑)

が
で
き
る
。

●
白
っ
ぽ
か
っ
た
乳
汁
が
黄
色
～
黄
緑
色
に

な
る
。

●
お
っ
ぱ
い
が
詰
ま
る
と
乳
質
が
変
わ
る
の

で
赤
ち
ゃ
ん
が
嫌
が
る
こ
と
が
あ
る
。

《
対
処
法
》

●
症
状
の
あ
る
方
の
乳
房
を
度
々
吸
わ
せ
、

赤
ち
ゃ
ん
が
飲
ま
な
い
と
き
は
搾
っ
て
出
す
。

●
症
状
が
強
い
場
合
は
、
産
婦
人
科
、
助
産

所
、
母
乳
外
来
で
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
診
察

を
受
け
る
。

●
痛
み
が
あ
る
場
合
は
、
し
こ
り
な
ど
の
部

分
を
保
冷
剤
な
ど
で
冷
や
す
。（
冷
や
す
こ

と
で
痛
み
が
緩
和
し
や
す
い
。）

　

ま
た
、「
乳
腺
炎
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
予

防
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
予
防
方
法
を
見

て
、日
常
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

《
予
防
方
法
》

●
脂
肪
分
の
多
い
高
カ
ロ
リ
ー
の
食
事
に
な

り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。（
比
較
的
カ
ロ
リ
ー

の
低
い
和
食
の
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
る
）

●
甘
い
も
の
、
脂
っ
こ
い
お
や
つ
の
取
り
す

ぎ
に
も
注
意
す
る
。（
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
生
ク
リ
ー
ム
な
ど
）

●
な
る
べ
く
授
乳
間
隔
が
４
時
間
以
上
空
か

な
い
よ
う
に
す
る
。

　

も
し
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
近

く
の
産
婦
人
科
、
助
産
所
、
母
乳
外
来
、
保

健
医
療
課
健
康
推
進
係
（
☎
０
８
２
４
‐
73

‐
１
２
５
５
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
市
内
の
相
談
先

産
婦
人
科
・
母
乳
相
談

庄
原
赤
十
字
病
院

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
３
１
１
１

助
産
所　

瀬
戸
照
美
助
産
所　

☎
０
９
０
‐
３
１
７
８
‐
１
５
１
９

「
乳
腺
炎
」

こ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
す
か
？

　
授
乳
中
の

　
ト
ラ
ブ
ル

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

庄
原
警
察
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
１
１
０

交
通
事
故
防
止

「
ア
ン
ダ
ー
90
作
戦
」展
開
中

　

今
回
は
授
乳
中
の
ト
ラ
ブ
ル
「
乳
腺
炎
」
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。
症
状
を
知
っ
て
、

当
て
は
ま
る
こ
と
が
あ
れ
ば
早
め
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

h
e

a
lth

y
 c

o
lu

m
n

健康広場

１
．
肺
が
ん
と
は

　

肺
が
ん
と
は
肺
の
気
管
、
気
管
支
、
肺
胞

の
一
部
の
細
胞
が
何
ら
か
の
原
因
で
が
ん
化

し
た
も
の
で
、
現
在
、
日
本
人
の
が
ん
に
よ

る
死
亡
原
因
の
第
１
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
．
原
因
は
？

　

原
因
の
中
で
最
も
影
響
が
大
き
い
の
は
喫

煙
で
す
。
疫
学
研
究
で
日
本
人
を
対
象
と
し

た
喫
煙
者
の
肺
が
ん
リ
ス
ク
は
、
非
喫
煙
者

に
対
し
て
男
性
で
４
・
４
倍
、
女
性
で
２
・
８

倍
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
男
性
で
は
肺
が
ん

の
69
・
２
％
、
女
性
で
は
18
・
９
％
が
喫
煙

に
よ
る
も
の
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
内
で
、
夫
が
喫
煙
し
て
い
て
妻
が
非

喫
煙
者
の
場
合
、
妻
が
肺
が
ん
に
な
る
リ
ス

ク
は
、
夫
が
喫
煙
し
て
い
な
い
妻
に
比
べ
て

１
・
３
倍
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
喫
煙
に
よ
る
発
が
ん
リ
ス
ク
の
大

き
さ
は
、
同
じ
タ
バ
コ
を
吸
う
人
で
も
遺
伝

的
素
因
で
変
わ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
の
原
因
と
し
て
、
飲
料
水
中

の
ヒ
素
や
ア
ス
ベ
ス
ト
の
吸
入
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
Ｐ
Ｍ
２
・
５
な
ど
大
気
中
の
微
粒
子

の
吸
入
も
原
因
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。３

．
症
状
は
？

　

症
状
と
し
て
多
い
も
の
に
は
、
長
引
く

咳
、
体
重
減
少
、
呼
吸
困
難
、
胸
痛
、
血
痰
、

嗄さ
せ
い声

（
声
が
か
す
れ
る
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
無
症
状
の
こ
と
も
多
い
た
め
、
健

診
な
ど
で
の
胸
部
Ｘ
線
撮
影
や
胸
部
Ｃ
Ｔ
検

査
な
ど
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

４
．
検
査
は
？

　

肺
が
ん
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
ま
ず
胸

部
Ｘ
線
撮
影
、
Ｃ
Ｔ
検
査
、
血
液
検
査
な
ど

を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
喀か

く
た
ん痰
細
胞
診
や
気

管
支
内
視
鏡
検
査
、
経
皮
的
肺
生
検
、
胸
水

の
検
査
な
ど
を
行
っ
て
肺
が
ん
の
細
胞
や
組

織
を
採
取
し
診
断
を
確
定
し
ま
す
。
ま
た
、

別
の
臓
器
へ
の
遠
隔
転
移
の
有
無
を
調
べ
る

た
め
に
、脳
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
や
腹
部
の
Ｃ
Ｔ
、

骨
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
Ｆ
Ｄ
Ｇ
‐
Ｐ
Ｅ
Ｔ

検
査
を
行
い
ま
す

５
．
治
療
は
？

　

治
療
に
は
、
お
お
ま
か
に
手
術
療
法
、
化

学
療
法
（
抗
が
ん
剤
治
療
）、
放
射
線
療
法

が
あ
り
ま
す
。
ど
の
治
療
が
選
択
さ
れ
る
か

は
、
が
ん
の
進
行
度
や
患
者
さ
ん
の
体
力
、

合
併
症
の
有
無
な
ど
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ

ま
す
。
患
者
さ
ん
の
体
力
が
か
な
り
低
下
し

て
い
る
場
合
や
、
治
療
困
難
な
合
併
症
が
存

在
す
る
場
合
に
は
緩
和
療
法
の
み
が
行
わ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

６
．
最
後
に

　

肺
が
ん
の
予
防
に
は
禁
煙
が
最
も
重
要
で

す
。
長
期
に
わ
た
っ
て
喫
煙
し
て
い
た
方
な

ど
肺
が
ん
に
か
か
り
や
す
い
因
子
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

早
期
に
発
見
で
き
た
場
合
に
は
完
治
も
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
健
診

を
受
け
て
早
期
発
見
を
心
が
け
る
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。

がん 庄原市立西城市民病院
内科医長

吉光　成児肺
は い

Lung cancer
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●口和ジュニアソフトテニスクラブ

ご
ショット
な みま

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

　ＮＰＯ法人　庄原芸術文化センター
ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、情報政策課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

母：お兄ちゃんに追い

つきたくて日々トレー

ニング中！このまま元

気に育って欲しいです。

見け
ん
だ田　

利り

よ世
ち
ゃ
ん
（
本
町
）

Ｈ
26
年
11
月
２
日
生
ま
れ

父：料理を作ること、食べることが大好きな
七海。これからも素敵
な笑顔で成長してね。

田た
な
べ辺　

七な
な
み海

ち
ゃ
ん
（
東
本
町
）

Ｈ
24
年
４
月
５
日
生
ま
れ

母：最近ご飯を食べた

ら「おいしー」と言う

ようになりました。カ

ープ観戦行こうね！

立た
つ
か
わ河　

侑ゆ
う
や也

く
ん
（
東
本
町
）

Ｈ
25
年
７
月
26
日
生
ま
れ

母：食欲旺盛なゆうたく
ん。これからも元気いっ
ぱいに育ってね。

八や
た
が
い谷　

悠ゆ
う
た汰

く
ん
（
小
用
町
）

Ｈ
25
年
10
月
26
日
生
ま
れ

　口和ジュニアソフトテニスクラブは、小学２年生から６年生までの
男女 25 人（男子９人、女子 16 人）が毎月第２・第４土曜日の９時か
ら 11 時まで、ふれあいの丘テニスコート（口和町永田）でソフトテニ
スの練習を行っています。
　５人のコーチが指導に当たり、素振り、ストローク、サーブといっ
た基本練習を重点的に行っています。対外試合は行っていませんが、
練習を通じてソフトテニスの楽しさや魅力を感じてもらい、将来は中
学校や高校の部活動で活躍してくれることを願っています。
連絡先　福原一志　☎ 0824-89-2321

市は市内で活動している市民活動団
体の登録制度をつくり広く公開して
います。
市民活動の充実、まちづくりの連携
や協働を進めるため情報をお届けし
ます。

　市内の文化芸術に関する交流および情報発信の拠点として舞
台芸術に関する各種事業を実施し、芸術文化の向上や福祉の増進に努
めています。
　  庄原市制施行10 周年記念　市役所ロビーコンサート
　  50 回達成記念イベント『しょうばらいいともコンサート』
　とき・ところ　14：00 ～　庄原市民会館
　　※庄原市民会館友の会会員募集中　年会費無料
　　（チケット10％割引特典有　※庄原市民会館での購入に限る）

【問い合わせ】	 庄原芸術文化センター事務局（庄原市民会館内）
		  ☎0824-72-4242

【ホームページ】	 http://www2.ocn.ne.jp/~acc/index.html

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治まちづくり係（☎ 0824-73-1209）まで。

活 動
内 容

文化芸術に関する交流、舞台芸に関する事業など

●

前
ま え だ

田賢
け ん じ

治さん（高野町）
高野町出身。42歳。営業職を19年間勤め、
平成 26 年春に退社。ＪＡ中央会研修生
として 1 年間勉強し、27 年 4 月から地
元でミニトマトの契約栽培を開始。祖母、
母、妻、子３人の７人家族。耕地面積は
17.6 アール。

充
実
の
日
々
は　
　
　
　

　
　
　

こ
こ
か
ら
始
ま
る

高
野
町
に
Ｕ
タ
ー
ン

　

飲
料
会
社
に
就
職
以
来
、
呉
市
や
広
島
市

で
営
業
を
し
て
い
た
前
田
さ
ん
。
か
つ
て
は

自
分
の
や
り
方
で
営
業
が
で
き
て
い
た
の
に
、

勤
め
る
会
社
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
管
理
さ
れ
、
画
一
的
な
仕
事
し
か
で

き
な
く
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
三
次
市
に
転
勤
に
な
り
、
高

野
町
に
あ
る
実
家
か
ら
職
場
に
通
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
地
元
に
戻
り
、
専
業
農
家
の

同
級
生
や
地
域
の
方
と
話
を
す
る
う
ち
、
父

が
リ
ン
ゴ
栽
培
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
農

業
に
興
味
が
出
て
き
ま
す
。
や
が
て
「
個
人

の
意
思
を
も
っ
て
働
き
た
い
」
と
、
専
業
農
家

に
な
る
こ
と
を
決
心
し
ま
し
た
。

田
舎
は
宝
の
山

　

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建
て
る
と
き
、
地
元
の

同
級
生
た
ち
が
集
ま
り
手
伝
っ
て
く
れ
、
あ
っ

と
い
う
間
に
終
わ
っ
た
そ
う
で
す
。「
高
野
町

に
は
元
気
が
あ
る
。
パ
ワ
ー
が
あ
る
。
山
菜

な
ど
食
の
財
産
が
そ
こ
ら
中
に
あ
ふ
れ
て
い

る
。
都
会
で
は
何
で
も
お
金
で
考
え
る
け
れ

ど
、
田
舎
に
は
お
金
だ
け
で
は
な
い
価
値
が
あ

り
ま
す
」
と
い
う
前
田
さ
ん
。

　
「
か
つ
て
の
職
場
の
仲
間
か
ら
は
、
会
う
た

び
み
る
み
る
元
気
に
な
っ
て
い
く
ね
、
と
言
わ

れ
ま
す
。
今
、
と
て
も
楽
し
い
ん
で
す
」。

過
去
の
自
分
を
超
え
た
い

　

前
田
さ
ん
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
、
コ
ン
テ
ナ
に

ヤ
シ
ガ
ラ
を
入
れ
た
中
に
苗
を
植
え
て
育
て

る
も
の
。
研
修
で
習
っ
た
方
法
や
先
輩
農
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
そ
う
で
す
。

　
「
目
標
は
、
５
年
以
内
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

だ
っ
た
頃
の
年
収
を
超
え
る
こ
と
。
今
は
契

約
栽
培
で
品
質
の
揃
っ
た
ト
マ
ト
を
出
荷
し

て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
は
品
種
を
変
え
て
直

販
し
た
り
、
畑
の
面
積
を
増
や
し
た
り
も
し

た
い
」
と
語
る
前
田
さ
ん
の
目
は
、
輝
い
て

い
ま
し
た
。

庄原市内の
かがやくひとを
紹介します

ミニトマトの摘花作業

ハウス内にはコンテナがずらり

vol.1
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若手社会人でつながりをつくろう！
新人交流会in 庄原

自治
定住課

　

庄
原
市
観
光
協
会
は
、
３
月
末

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
庄
原
市
観

光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
庄
原
観
光
ナ

ビ
」の
ス
マ
ホ（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）

版
を
６
月
５
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

ス
マ
ホ
版
で
は
、観
光
客
に
と
っ

て
必
要
な
「
観
る
・
遊
ぶ
・
食
べ
る
・

イ
ベ
ン
ト
・
ア
ク
セ
ス
」
な
ど
主

要
な
情
報
を
厳
選
し
、
各
ア
イ
コ

ン
を
画
面
上
に
大
き
く
表
示
す
る

な
ど
、
欲
し
い
情
報
に
簡
単
に
ア

ク
セ
ス
し
や
す
い
よ
う
レ
イ
ア
ウ

ト
も
変
更
し
て
い
ま
す
。

　

市
観
光
協
会
の
福
光
勇
蔵
さ
ん

は
「
最
近
の
観
光
ト
レ
ン
ド
と
し

て
、
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
現
地
の
観

光
情
報
を
収
集
す
る
人
が
増
え
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
40
代
以
上
の

ス
マ
ホ
保
有
率
も
上
が
っ
て
お
り
、

ス
マ
ホ
版
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

い
る
。
よ
り
使
い
勝
手
の
良
い
内

容
に
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

ん
で
い
ま
し
た
。　

　

ス
ポ
ー
ツ
技
術
の
向
上
を
目
指

し
た
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教

室
陸
上
競
技
教
室
が
６
月
13
日
、

市
上
野
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
８
回
目
と
な
る
こ
の
教

室
に
市
内
の
小
学
生
32
人
が
参
加

し
、
参
加
者
は
競
技
種
目
（
短
距

離
走
・
長
距
離
走
・
ハ
ー
ド
ル
走
・

走
り
幅
跳
び
）
に
分
か
れ
、
元
中

国
電
力
陸
上
競
技
部
の
五
十
嵐
範

暁
さ
ん
、
新
井
広
憲
さ
ん
な
ど
12

人
の
講
師
か
ら
基
本
動
作
や
練
習

法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

短
距
離
走
に
参
加
し
た
川
上
市

路
く
ん
（
口
南
小
４
年
）
は
「
教

え
て
も
ら
い
、
楽
し
く
て
勉
強
に

な
っ
た
。
来
年
も
来
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス

ポ
ー
ツ
教
室
は
、
陸
上
競
技
教
室

を
は
じ
め
、
卓
球
、
競
泳
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
ス
キ
ー

の
６
競
技
を
行
う
予
定
で
す
。

　

庄
原
市
は
平
成
17
年
3
月
31

日
に
1
市
6
町
が
合
併
し
て
誕

生
し
、27
年
3
月
31
日
で
市
制
施

行
10
周
年
を
迎
え
、そ
れ
を
記
念

し
た
缶
バ
ッ
ジ
を
つ
く
り
ま
し

た
。今
後
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
配
布

す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、市
制
施
行
10
周
年
記
念

式
典
後
の
イ
ベ
ン
ト
名
が
『
庄
原

い
ち
ば
ん
10

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
』に
決
定
し
ま
し
た
！
10
月
11

日
㈰
11
時
か
ら
、み
の
り
の
祭
典

と
同
時
開
催
し
ま
す
。イ
ベ
ン
ト

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、決
定
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

当
日
は
、備
北
丘
陵
公
園
の
無

料
開
園
日
で
す
。多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と
き　

10
月
11
日
㈰
11
時
～
16
時

式
典　

10
時
～
11
時

と
こ
ろ　

国
営
備
北
丘
陵
公
園　

大
芝
生
広
場
・
き
ゅ
う
の
丘

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
３

　

し
ょ
う
ば
ら
若
者
異
業
種
交
流

会
実
行
委
員
会
な
ど
が
主
催
す
る

「
新
人
交
流
会
in
庄
原
」
が
５
月
30

日
、
庄
原
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

異
業
種
の
若
手
社
会
人
が
つ
な

が
り
を
つ
く
る
こ
と
で
、
就
業
初

期
の
不
安
を
解
消
し
て
も
ら
お
う

と
企
画
さ
れ
、
今
春
就
業
し
た
新

社
会
人
や
若
手
社
会
人
な
ど
約
80

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

前
半
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
木
山

耕
三
市
長
が
登
壇
し
参
加
者
を
激

励
。
先
輩
の
体
験
談
に
耳
を
傾
け

た
後
、
新
社
会
人
が
決
意
表
明
を

行
い
ま
し
た
。
後
半
の
懇
親
会
で

は
、「
就
業
あ
る
あ
る
ネ
タ
」
の
コ

ン
ト
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
盛
り
上
が

り
、
参
加
者
は
業
種
を
越
え
て
交

流
を
深
め
た
様
子
で
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
を
き
っ
か
け
に
、

若
手
社
会
人
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

『庄原いちばん１０ｔｈフェスティバル』開催決定！
市制施行10 周年記念事業

総務課

逸品づくりの参加者を募集！
～特産品・グルメ開発を支援します～

商工
観光課

スマートフォン対応でさらに使いやすく
「庄原観光ナビ」スマホ版開設

商工
観光課

陸上競技の技術向上を目指す
レベルアップスポーツ教室

生涯
学習課

被災者の生活環境の安定へタッグ
ＬＰガスなどの物資調達に関する協定を締結

危機
管理課

対
象
者

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
、
ま
た
は
市

内
に
事
業
所
が
あ
る
法
人
・
団
体
な
ど
。

②
市
内
産
の
農
畜
産
物
を
主
原
料
と
し

て
使
用
し
、
市
内
で
加
工
ま
た
は
調
理

し
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
事
情
に
よ

り
市
内
で
加
工
な
ど
が
で
き
な
い
場
合

は
、
市
外
で
実
施
し
て
も
良
い
。

応
募
方
法

商
工
観
光
課
お
よ
び
各
支
所
産
業
振
興

室
・
産
業
建
設
室
に
設
置
し
て
い
る「
開

発
支
援
エ
ン
ト
リ
ー
用
紙
」
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
次
の
申
し
込
み
先

へ
提
出
す
る
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
め
切
り　

７
月
22
日
㈬

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
（
事
務
局

庄
原
市
商
工
観
光
課
に
ぎ
わ
い
観
光

係
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９　

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
72
‐
３
３
２
２

メ
ー
ルkankou@

city.shobara.lg.jp

※
庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会

　

観
光
振
興
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
指
し
て
観
光
関
係
者
な
ど
に
よ

る
情
報
共
有
と
連
携
強
化
を
図
り
、
観

光
振
興
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
し
て
い
く
た
め
平
成
26
年
度
に
設

立
さ
れ
た
協
議
会
で
す
。

　

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
※
で

は
、
地
元
農
畜
産
物
を
使
っ
た
「
逸
品

（
特
産
品
・
料
理
）
開
発
」
の
希
望
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
開
発
支
援
に
応
募
し
た
方
は
、

専
門
家
に
よ
る
個
別
指
導
が
受
け
ら
れ

る
と
と
も
に
、
開
発
さ
れ
た
特
産
品
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
補
助
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
へ
の
掲
載
、
販
売
促
進
支
援

な
ど
の
特
典
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
逸
品
づ
く
り
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

主
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー

・
専
門
家
の
個
別
指
導
実
施

・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
費
用
の
補
助

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
掲
載

・
販
売
促
進
の
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動

商工
観光課

　

市
と
（
一
社
）
広
島
県
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
備
北
地
区
協
議
会
は
６
月

３
日
、
市
内
で
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
ま
た
は
災
害
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
場
合
に
被
災
し
た
方

の
生
活
環
境
の
早
期
安
定
を
図
る

た
め
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
な
ど
の
物

資
の
調
達
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
本
協
定
に
基
づ
き
、
生

活
資
材
で
あ
る
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
や

ガ
ス
コ
ン
ロ
、
ガ
ス
発
電
機
な
ど

の
物
資
を
避
難
所
で
活
用
す
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
備
北
地
区
協

議
会
の
有
田
雅
俊
理
事
長
は
「
被

災
さ
れ
た
方
々
の
避
難
生
活
時

に
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
有
効
な
燃

料
資
材
に
な
る
も
の
で
、
炊
出
し

や
ガ
ス
発
電
機
を
有
効
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
、
万
一
の
際
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

Ｉ
Ｐ
電
話
乗
っ
取
り
…

ひ
か
り
電
話
は
大
丈
夫
な
の
か
…

安
全
で
す
！

～
超
高
速
情
報
通
信
網
整
備
事
業
～

情
報
政
策
課

　

情
報
政
策
係
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
１
３

　

広
報
広
聴
係
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

“
Ｉ
Ｐ
電
話
が
乗
っ
取
ら
れ
海
外
へ
勝
手

に
電
話
が
つ
な
が
り
高
額
な
通
話
料
を

請
求
さ
れ
た
”
と
の
報
道
が
あ
り
、「
超

高
速
情
報
通
信
網
整
備
事
業
で
利
用
す

る
こ
と
に
な
る
“
ひ
か
り
電
話
”
は
大

丈
夫
な
の
か
」
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
被
害
に
遭
っ
て
い
る
の
は
、

事
業
所
へ
交
換
機
を
設
置
し
、
複
数
の

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
管
理

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
交
換
機

へ
接
続
す
る
際
に
必
要
な
パ
ス
ワ
ー
ド

を
変
更
し
て
い
な
か
っ
た
な
ど
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と

が
、「
な
り
す
ま
し
」
や
「
乗
っ
取
り
」

利
用
に
よ
り
不
正
ア
ク
セ
ス
を
許
す
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
件
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
通
信

設
備
は
異
常
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
国
際
通
話
を
利
用
し
な
い
場
合

は
、
国
際
電
話
規
制
（
海
外
へ
通
話
し

な
い
設
定
）
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
交
換
機
を
事
業
所
な
ど
に
設
置
す
る

場
合
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
見
直
し
な
ど

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
や
、
海
外
へ

通
話
し
な
い
設
定
を
行
う
な
ど

の
対
策
が
必
要
で
す
。

th

市制施行10周年記念缶バッジ

交流を深める参加者

これまで開発された庄原の逸品の一例

ハードル走を教わる小学生

庄原観光ナビ　スマホ版

固く握手する
木山耕三市長（左）と有田雅俊会長（右）
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西城産トマトで新メニュー開発を

カープゆかりの３市町が合同ＰＲ地域ぐるみで移住者カップルを祝う

移住への一歩！

鮎釣りの解禁が待ち遠しい

40年間の集大成

活動の輪を広げたい

待望の夏山シーズン到来
　広島経済大学の学生がトマトを定植・5/30

　庄原市・日南市・由宇町が特産品販売・6/5　口和町湯木で有志手作りの結婚式・6/7

　農業体験で地域交流・5/23

　神野瀬川漁協が鮎の稚魚を放流・6/5

　太鼓ライブファイナル IN東城・6/6

　ひだまりの会が小冊子を作成

　比婆山・吾妻山・道後山で山開き

広島経済大学が行っている、人間力を高める「興動館
教育プログラム」の一つ、カフェプロジェクト（学生だけ
で運営するカフェ）に取り組む学生 22 人が西城町三坂
の栃木明美さんの畑で、トマトの定植作業を行いました。

学生たちは、大学内で運営するカフェで西城町産トマ
トのメニューを提供しようと、今年からトマト栽培に関
わっています。この日はトマトの性質を学びながら苗を
植え、その後、トマトを使ったピザ作りを体験しました。
　男子学生は「トマトを使ったメニューをできるだけ早
く開発し、庄原の皆さんはじめ、多くの方々に味わって
いただきたい」と意気込みを語っていました。

広島東洋カープの応援を通じて交流を深めている３
市町（庄原市・宮崎県日南市・山口県岩国市由宇町）が、
マツダスタジアムで毎年恒例となっている合同特産品
販売を行いました。また、来場者へ比婆牛の抽選プレ
ゼントや、庄原市のキャラクター「ヒバゴン」と「キョ
ロやまくん」の登場など、ご当地グルメ、マスコット
を通じて、満員の観客に「庄原市」をＰＲしました。

庄原市カープ応援隊の山根英徳さんは「出展者の皆
さんのおかげでしっかり庄原市のＰＲができた。今後
もカープを通じて庄原市の認知度を上げ、地域振興に
つなげていきたい」と話していました。

口和町湯木へＩターンした上田英馬さん（石川県出身）
と五嶋千絵さん（山口県出身）の結婚を祝う会が、地
元有志でつくる実行委員会主催で行われ、地域住民約
３００人が出迎え祝福しました。

２人は湯木八幡神社で式を挙げ、実行委員が引く人力
車に乗って披露宴会場まで移動する間も、多くの人から
祝福を受けました。結婚式を終えた上田夫妻は「口和地
域をもっと知り、口和のために働きたい。明るく楽しい
生活を送っていきたい」と話し、実行委員長の清水孝清
さんは「地域にとって２人の移住は大きな喜び。末永く
幸せに暮らしてほしい」とエールを送っていました。

総領自治振興区が主催する農業体験イベントが開催さ
れ、親子連れなど 15 人が参加しました。

このイベントは田舎への移住や農業に興味がある方を
対象に行われ、田植えや野菜の収穫体験を行いました。

初めて田植えを体験する参加者もいましたが、地域の
方々の指導を受けながら、１時間かけて 2.5ａの水田に
苗を植えました。サヤエンドウや玉ねぎの収穫体験では、
収穫したばかりの野菜を生のまま食べて、新鮮な野菜本
来の甘味を実体験しました。

参加者は「参加者同士や地域の人たちと交流ができ
て楽しかった」と喜んでいました。

高野町を流れる神野瀬川で、７月１日の鮎釣り解禁
を前に鮎の稚魚が放流されました。

この事業は毎年神野瀬川漁業協同組合が行う恒例事
業で、今年は琵琶湖産の鮎４００ｋｇを放流。地元の
保育園児や小学生約 20 人が放流を手伝いました。

子どもたちは「大きくなってね」「いってらっしゃい」
と声をかけながら稚鮎を放し、元気よく泳ぐ鮎を目で
追っていました。同漁協の上田慎二さんは「尾道松江
線が全線開通し、市外から庄原市に気軽に来てもらえ
るようになったので、たくさんの釣りファンに神野瀬
川の鮎釣りを楽しんでもらいたい」と話していました。

太鼓ライブ実行委員会が主催する「太鼓ライブファイ
ナル IN 東城」が東城文化ホールで開催されました。

第 10 回目の今年で最後の開催となるこのライブで、
鬼神太鼓、ひばん婆太鼓、神龍太鼓、口和備神太鼓の４
団体が、魂のこもった演奏を披露しました。

鬼神太鼓代表の今岡誠一さんは「太鼓を始めて 40 年。
中古の一寸太鼓ひとつから始まり、やる気と知恵と猛特
訓でここまできた。太鼓を通じてたくさんの出会いと別
れがあった。今日出演した３団体もその中の仲間。これ
まで私たちを支え育ててくださった皆さんに感謝の気持
ちでいっぱいです」と万感の思いに浸っていました。

庄原の小児医療を考えるひだまりの会が、同会の活
動を紹介する小冊子を作成しました。

この冊子はＢ６版カラー８ページで、活動内容の紹
介のほか、病院での上手な受診の仕方を紹介していま
す。５００部作成し、市役所窓口や子育て支援センター
などで配布しています。５月 29 日には八谷るり子代
表が市役所を訪れ、木山耕三市長に冊子を手渡し、完
成を報告しました。

八谷さんは「小児医療を守るため、ぜひ私たちと一緒
に活動しながら交流を深め、子育てに関する情報交換な
どをしていきましょう」と呼びかけています。

夏山シーズンの幕開けを告げる山開きが５月 31日に比
婆山、６月７日に吾妻山、６月21日に道後山で開催され、
神事式や神楽など、さまざまなイベントが行われました。

比和の吾妻山池ノ原で行われた第 45 回吾妻山山開き
では、色鮮やかに咲き誇るタニウツギなどの花々に囲ま
れながら、多くの方が登山に臨んでいました。また、毎
年恒例のバイ流し・比和音頭の踊りに飛び入りで参加す
る人もいて、地元の方と一緒に楽しんで踊っていました。

山頂まで登った登山客は「景色が最高で気持ちがい
い。また来年も訪れたい」と新緑の吾妻山を満喫して
いました。

▲トマトの苗を植える学生たち

▲大人気の「ヒバゴン」と「キョロやまくん」▲みんなに祝福を受け笑顔で応える２人

▲玉ねぎを収穫する参加者

▲鮎を放流する子ども

▲鬼神太鼓による迫力のパフォーマンス

▲木山市長に冊子を
手渡す八谷さん

◀完成した小冊子

▲吾妻山山頂に憩う登山客

№２№５

№８

№６

№３№４№７

№１



お知らせInformation

催
し
・
講
座

募　
　

集

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

比
和
自
然
科
学
博
物
館　
　
　

公
開
講
座
＆
グ
リ
ー
ン
ラ
リ
ー

●
第
１
回
公
開
講
座
「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
は
海
だ
っ
た
―
自
然
・

人
々
」

　

東
城
町
出
身
の
広
島
大
学
名
誉

教
授
、
沖
村
雄
二
さ
ん
に
よ
る
講

演
で
す
。
ま
た
、
広
島
大
学
総
合

博
物
館
の
清
水
則
雄
さ
ん
に
よ
る

講
演
も
あ
り
ま
す
。

と
き　

７
月
26
日
㈰
13
時
～

●
第
２
回
公
開
講
座「
昆
虫
採
集
・

標
本
作
成
」

　

比
和
地
域
に
生
息
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
昆
虫
を
採
集
し
、
標
本
を
作

製
し
ま
す
。
身
近
な
生
物「
昆
虫
」

を
研
究
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き　

８
月
３
日
㈪
８
時
30
分
～

８
月
24
日
㈪
９
時
～

対
象　

小
学
３
年
生
以
上

先
着
20
人

●
第
27
回
吾
妻
山
グ
リ
ー
ン
ラ

リ
ー

　

吾
妻
山
の
大
自
然
の
中
を
、木
々

や
草
の
名
前
を
調
べ
な
が
ら
ハ
イ

キ
ン
グ
し
、
森
林
浴
、
体
力
づ
く

り
と
あ
わ
せ
て
、
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き　

８
月
８
日
㈯
９
時
30
分
～

興
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
５

備
北
地
区
消
防
組
合　
　
　
　

消
防
職
員
募
集

募
集
人
員　

数
名
程
度

受
験
資
格

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
お
よ
び
場
所

［
第
一
次
］
９
月
20
日
㈰

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
大

会
議
室

［
第
二
次
］
第
一
次
試
験
合
格
者

に
通
知

試
験
内
容

［
第
一
次
」教
養
・
消
防
適
性
検
査
・

作
文
・
体
力
検
査

［
第
二
次
］
個
人
面
接

申
し
込
み
受
け
付
け

８
月
１
日
㈯
～
25
日
㈫

※
募
集
要
項
は
、
備
北
地
区
消
防

組
合
各
消
防
署
で
直
接
入
手
す
る

か
備
北
地
区
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://www.119-bihoku.jp/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部　

総
務
課

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
９
５
７
３

時
悠
館
夏
休
み
特
別
展

●
庄
原
格
致
高
等
学
校
写
真
部
作

品
展

　

第
39
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
写
真
部
門
の
広
島
県
代
表
校

の
作
品
50
点
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

７
月
12
日
㈰
～
８
月
30
日
㈰

と
こ
ろ　

時
悠
館

問
い
合
わ
せ　

時
悠
館

☎
０
８
４
７
７
‐
６
‐
０
１
６
１

Ｗ
Ｅ
Ｂ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
講
座

　

さ
ま
ざ
ま
な
業
態
の
ウ
ェ
ブ
デ

ザ
イ
ン
な
ど
を
作
成
さ
れ
て
き
た

経
験
豊
富
な
講
師
か
ら
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
活
用
し
た
効
果
的
な
情

報
発
信
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
方

法
を
学
べ
ま
す
。
今
年
３
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
庄
原
市
観
光
情

報
サ
イ
ト
「
庄
原
観
光
ナ
ビ
」
の

有
効
活
用
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

改
善
、
効
率
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
事
例
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。
※
要
申
し
込
み

と
き　

８
月
25
日
㈫
14
時
～
16
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
総
合
体
育
館

講
師　

㈱
カ
ン
ド
ウ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン　

代
表
取
締
役
社
長　

小

田
英
男
さ
ん

※
集
合
は
比
和
自
然
科
学
博
物
館

参
加
料　

１
０
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

比
和
自
然
科
学
博
物
館

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
５

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

２
級
養
成
講
習
会
受
講
者
募
集

　

市
は
本
年
度
か
ら
シ
ル
バ
ー
リ
ハ

ビ
リ
体
操
事
業
を
始
め
ま
す
。
こ

の
体
操
を
地
域
で
指
導
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た
め
の
講
習

会
受
講
者
を
40
人
募
集
し
ま
す
。

受
講
対
象
者

○
庄
原
市
民
で
常
勤
職
に
就
い
て

い
な
い
60
歳
以
上
の
方
で
、
延
べ

８
日
間
の
講
習
（
第
１
期
：
10
月

～
11
月
、
第
２
期
：
１
月
～
２
月

【
各
定
員
20
人
】
の
い
ず
れ
か
）

を
受
講
す
る
こ
と
が
可
能
な
方

○
認
定
後
、
指
導
士
と
し
て
地
域

で
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
で
き
る
方

※
詳
し
く
は
申
込
書
を
参
照

申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
へ
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
高
齢
者
福
祉
課
、
各
支
所
市

民
生
活
室
、
西
城
市
民
病
院
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
、
各
自
治
振

※日程は都合により変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ７月16日㈭10時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ８月６日㈭10時～16時 東城支所 東城支所市民生活室
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ７月21日㈫・８月４日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

東城 ８月６日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

高野 ８月11日㈫13時～15時 高野支所

総領 ８月12日㈬９時～11時 総領健康福祉センター

行 政 相 談

庄原 ７月16日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 ７月16日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活室
☎08477-2-5121

高野 ８月11日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活室
☎0824-86-2115

総領 ８月12日㈬９時～11時 総領健康福祉センター 総領支所市民生活室
☎0824-88-3063

法 律 相 談
東城 ７月28日㈫13時～16時 東城支所 広島弁護士会三次地区

会による無料相談。
要予約

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154　

比和 ８月11日㈫13時～16時 比和自治振興センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活室
市民生活係

東城支所市民生活室
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密 保 持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

障 害 者 相 談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分 社会福祉課障害者福祉係 障害者相談支援員 障害者相談専用

☎0824-73-1249

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原 ８月10日㈪13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター 身体
社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

比和 ８月４日㈫９時30分～12時 比和ふれあいセンター 身体・知的

エ イ ズ 検
査・ 相 談 ８月５日㈬13時～14時30分

広島県北部保健所
（広島県三次庁舎第3庁舎）

三次市十日市東４-６-１

事前予約が必要。検査
は無料・匿名で受けら
れます。エイズ相談は
随時受けられます。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5181

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子手帳交付 ７月27日㈪・８月３日㈪
９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

離乳食教室 ７月16日㈭10時～11時30分 東城こどもの館
母子健康手帳
エプロン・三角巾
筆記用具

申し込み必要

育児相談 ８月10日㈪13時～15時 庄原市保健福祉センター 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問
い合わせください）

母子保健事業 ●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時
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お知らせInformation

そ  

の  

他

家事や子育てと両立できる環境を作っています。

ヤクルトレディ募集中！

主に主婦の方が活躍していますので、お気軽に職場見学してみてください。
☆お仕事内容 　ヤクルト商品と笑顔のお届け、健康情報誌の紹介など 
☆お届けｴﾘｱ 　庄原市内、三次市内 
☆お仕事時間 　８：３０～１５：３０位（要相談） 
☆収入・休日 　80,000 円～　　　土・日・祝日 
☆その他 　各種共済制度・制服貸与・各種表彰制度・保育助成制度・感動有り
新広島ヤクルト販売㈱　　三次市西酒屋町 719-1　 Tel.0120-89-6011（松尾）

自衛官募集　～平和を仕事にする～
募集項目 応募資格 受付期間 試験期日

航空学生
（パイロット）

１８歳以上～２１歳未満
（高卒見込） ８月１日～９月８日

１次：９月２３日 
２次：１０月１７日～２２日
３次：１１月１４日～１２月１７日

一般曹候補生
（自衛官）

１８歳以上２７歳未満

１次：９月１８日・１９日のうち指定する１日
２次：１０月８日～１４日のうち指定する１日

自衛官
候補生

男子 随時 受け付け時にお知らせします
女子 ８月１日～９月８日 ９月２５日～２９日（いずれか１日を指定）

※待遇、給与など詳しくは、自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、
三次地域事務所（☎０８２４－６２－０３５０）にお問い合わせください。 　

県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校　

体
験
入
学
・
10
月
入
校
生
募
集

●
体
験
入
学

　

自
動
車
整
備
・
板
金
溶
接
・
建

築
大
工
・
介
護
の
仕
事
体
験
、
就

職
相
談
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　

７
月
30
日
㈭

９
時
～
12
時

と
こ
ろ

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

三
次
市
十
日
市
南
６
丁
目
14
‐
１

対
象
者

中
学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒
、
進

路
指
導
担
当
者
、
一
般
求
職
者

申
し
込
み
方
法

所
定
の
参
加
申
込
書
を
当
校
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
間

７
月
６
日
㈪
～
17
日
㈮

●
平
成
27
年
10
月
入
校
生
募
集

募
集
訓
練
科

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
訓
練
期
間

６
カ
月
・
年
齢
制
限
な
し
）

い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す
。
希
望
の

方
は
事
前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
受
付
期
間

7
月
３
日
㈮
～
８
月
20
日
㈭

選
考
日　

９
月
３
日
㈭

特
典　

雇
用
保
険
受
給
者
で
、
公

共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

の
指
示
に
よ
っ
て
入
校
し
た
方
に

は
、
訓
練
修
了
日
ま
で
受
給
期
間

が
延
長
さ
れ
る
ほ
か
諸
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

募
集
人
員　

20
人

問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

三
次
看
護
専
門
学
校
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

　

看
護
教
育
の
内
容
や
学
生
生
活

の
様
子
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。

と
き　

８
月
４
日
㈫

12
時
30
分
受
付
開
始

13
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

三
次
市
東
酒
屋
町
字
敦
盛
５
１
８

‐
１

内
容　

本
校
の
概
要
や
教
育
内
容

の
説
明
の
ほ
か
、
校
内
見
学
、
講

義
受
講
体
験
、
個
別
進
路
相
談
、

白
衣
を
着
て
の
記
念
撮
影
。
看
護

実
技
体
験
と
し
て
、
身
体
観
察
用

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
用
い
た
観
察

体
験
、
人
形
を
使
っ
た
救
急
蘇
生

法
、
血
圧
測
定
、
足
浴
、
赤
ち
ゃ

ん
の
抱
っ
こ
、
沐
浴
、
注
射
器
具

展
示
と
使
用
方
法
の
解
説
な
ど
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、学
生
生
活
、

本
校
入
学
試
験
問
題
、テ
キ
ス
ト
、

学
生
の
作
成
し
た
お
も
ち
ゃ
な
ど

を
準
備
し
て
い
ま
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
係

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
５
１
４
１

県
立
広
島
大
学
公
開
講
座

「
成
分
分
析
の
基
本
的
考
え
方
と

そ
の
応
用
」

　

現
在
、
機
能
性
食
品
な
ど
の
開

発
の
た
め
に
成
分
分
析
を
依
頼
す

る
企
業
な
ど
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
新
し
い
食

品
の
表
示
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
講
座
で
は
、
成
分
分
析
の
基
本

的
な
考
え
方
を
学
ぶ
と
同
時
に
、

成
分
分
析
を
応
用
し
た
事
例
の
紹

介
を
通
じ
て
、
県
大
が
有
す
る
分

析
技
術
の
応
用
と
そ
の
可
能
性
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
県
立
広
島
大
学
と
の

連
携
を
希
望
ま
た
は
検
討
し
て
い

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

７
月
21
日
㈫

13
時
～
16
時
10
分

と
こ
ろ　

県
立
広
島
大
学
庄
原

キ
ャ
ン
パ
ス
３
２
０
１

対
象
者　

県
北
の
企
業
、自
治
体
、

産
学
官
連
携
組
織
な
ど
関
係
者
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
振
興
関
係
者
な
ど

募
集
定
員　

80
人

講
座
内
容　

成
分
分
析
の
基
本
的

な
考
え
方
と
そ
の
応
用

講
師　

西
村　

和
之
教
授

吉
野　

智
之
准
教
授

申
し
込
み
方
法　

フ
ァ
ク
ス
、
郵

便
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
連
絡

先
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。企
業
、

団
体
な
ど
の
組
織
と
し
て
申
し
込

む
方
は
、所
属
も
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
締
め
切
り
は
７
月
15
日

（
必
着
）
で
す
。

申
し
込
み
先

〒
７
２
７
‐
０
０
２
３

庄
原
市
七
塚
町
５
６
２

県
立
広
島
大
学
庄
原
地
域
連
携
セ

ン
タ
ー
宛

そ
の
他

※
受
講
し
た
方
に
は
受
講
証
明
書

を
交
付
し
ま
す
。

※
受
講
申
し
込
み
に
伴
う
個
人
情

報
は
、
公
開
講
座
以
外
に
は
使
用

し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

県
立
広
島
大
学
総
務
課
（
地
域
連

携
担
当
）

☎
ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
74
‐
１
０
０
０

庄
原
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

☎
ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
74
‐
１
７
０
４

メ
ー
ル　

gakujutu@
pu-hirosh

im
a.ac.jp

高
齢
者
の
在
宅
介
護
を　
　
　

支
援
し
ま
す

　

寝
た
き
り
な
ど
重
度
の
介
護
が

必
要
な
高
齢
者
を
、
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
方
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

手
続
き
な
ど
は
、
高
齢
者
福
祉
課

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室
、
市

内
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

『
在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金

（
前
期
分
）』

支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
次
の

要
件
全
て
に
該
当
す
る
高
齢
者

を
、
平
成
27
年
２
月
１
日
～
７
月

31
日
の
間
、
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
同
居
家
族
な
ど
。

【
在
宅
高
齢
者
の
該
当
要
件
】

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し

て
い
る
人

②
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人

③
在
宅
で
介
護
が
必
要
な
状
態
に

あ
る
人

支
給
額　

在
宅
で
介
護
し
た
月
数

に
応
じ
て
月
額
５
千
円
。（
医
療

機
関
、
介
護
保
険
施
設
な
ど
に
月

の
初
日
か
ら
終
わ
り
ま
で
入
院
、

入
所
し
て
い
た
月
は
除
く
）

申
請
期
間

８
月
３
日
㈪
～
21
日
㈮

支
給
時
期

９
月
下
旬
に
、
ご
指
定
の
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
。

『
在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
特
別
慰

労
金
』

支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
申

請
書
の
提
出
年
度
の
市
民
税
が
非

課
税
の
世
帯
で
、
次
の
要
件
の
全

て
に
該
当
す
る
高
齢
者
を
、
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
同
居
家
族
な
ど
。

【
在
宅
高
齢
者
の
該
当
要
件
】

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金
の

要
件
に
加
え
て
、
原
則
１
年
間
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

か
っ
た
人
で
、
申
請
書
の
提
出
年

度
の
市
民
税
が
世
帯
非
課
税
の
人

支
給
額　

在
宅
高
齢
者
一
人
に
つ

き
、
年
額
10
万
円
。

申
請
お
よ
び
支
給
の
時
期

随
時
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

な
か
っ
た
期
間
が
１
年
間
に
達
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に

申
請
）

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
申
請
書
（
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
な
ど
の
確
認
印
が
必
要
）

②
口
座
振
替
依
頼
書
（
す
で
に
提

出
し
て
い
る
方
は
不
要
）

③
印
鑑

※
①
、
②
は
高
齢
者
福
祉
課
、
各

支
所
市
民
生
活
室
、
市
内
の
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
に
あ
り
ま
す
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室　

　「戦没者等の遺族に対する特別弔慰金支給
法の一部を改正する法律」に基づき、戦没者
等の遺族に対する特別弔慰金が支給されるこ
とになりました。
　平成 27 年４月１日（基準日）現在で、公務
扶助料や遺族年金などの受給権を有する方が
いない場合に、25 万円（５年償還）の記名国
債が支給されます。
　特別弔慰金を受給するには請求手続きが
必要です。
●対象者
次の順番で上位の方一人に支給されます。
１．平成 27 年４月１日までに弔慰金の受
給権を取得した方
２．戦没者等の子
３．戦没者等の ①父母 ②孫 ③祖父母 ④
兄弟姉妹（戦没者等の死亡当時、生計関係
を有しているなどの要件を満たしているか
どうかにより、順番が入れ替わります。）
４．上記１～３以外の戦没者等の三親等内
の親族（おい、めいなど）
※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上
生計関係を有していた方に限ります。
●手続きに必要なもの
①印鑑
②請求書などの申請書類及び戸籍など添付
書類（詳しくはお尋ねください。）
●請求期間
平成 30 年４月２日まで
●受付場所　
本庁社会福祉課および各支所市民生活室
※平日８時30分～12時、13時～17時15分

【相談日・地区】
　次の日程で申請相談日を設けます。でき
るだけ割り当ての日にお越しください。都
合の悪い方は随時申請してください。
※地区割のない支所は、随時お越しくださ
い。

【本庁】９時～ 12 時　13 時～ 17 時
７月 16 日㈭　本田・敷信
７月 17 日㈮　高
７月 21 日㈫　北
７月 22 日㈬　東
７月 23 日㈭・24 日㈮　庄原
７月 27 日㈪　山内
７月 28 日㈫　予備日

【西城支所】7 月 13 日（月）
【東城支所】7 月 29 日（水）～ 31 日（金）
【比和支所】7 月 14 日（火）

●申請受け付け・問い合わせ
社会福祉課障害者福祉係　
☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １２１０
各支所市民生活室

戦没者等のご遺族の方へ
特別弔慰金が支給されます

広報しょうばら／ 2015.7　30 31　2015.7 ／広報しょうばら 31　2015.7 ／広報しょうばら
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カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム

　

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
大

人
の
方
に
も
大
人
気
の
カ
ブ
ト
ム

シ
ド
ー
ム
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
ド
ー
ム
内
に
“
ク
ワ

ガ
タ
ハ
ウ
ス
”
が
登
場
し
ま
す
。

カ
ブ
ト
ム
シ
と
合
わ
せ
て
、
ク

ワ
ガ
タ
ム
シ
も
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

６
月
下
旬
か
ら
発
生
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
８
月

に
か
け
て
次
々
に
発
生
す
る
見

込
み
で
す
。
こ
の
ド
ー
ム
の
最

大
の
特
徴
は
、間
近
に
い
る
“
カ

ブ
ト
ム
シ
”
や
“
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
”

に
触
れ
て
観
察
で
き
る
こ
と
で

す
。
虫
た
ち
の
力
強
い
動
き
を

「
体
感
」
し
、
身
近
な
自
然
を
実

感
し
て
く
だ
さ
い
。

公
開
期
間

８
月
中
旬
ま
で（
予
定
）

※
カ
ブ
ト
ム
シ
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ

の
発
生
期
間
の
み
。
公
開
時
間

は
10
時
～
18
時
（
入
場
は
17
時

ま
で
）。

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
森　

※
最

寄
り
駐
車
場　

第
７
駐
車
場

備
北
公
園
で
水
遊
び
！

　

今
年
も
公
園
内
に
は
い
ろ
い

ろ
な
水
遊
び
エ
リ
ア
が
登
場
！

“
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
”
は
公
園
内

の
キ
ャ
ン
プ
場
に
あ
る
プ
ー
ル

池
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
の

方
だ
け
で
な
く
、
公
園
利
用
の

方
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
場
内
に
専
用
駐

車
場
も
あ
る
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
に
も
大

芝
生
広
場
の
“
び
っ
く
り
シ
ャ

ワ
ー
”
や
中
の
広
場
の
水
遊
び

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
園
内
各
所
で

水
遊
び
が
楽
し
め
ま
す
。

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池　

開
催
期
間

７
月
18
日
㈯
～
８
月
31
日
㈪
は

毎
日
開
催
！

※
７
月
18
日
ま
で
は
土
、
日
の
み

利
用
時
間　

９
時
30
分
～
18
時

（
入
場
は
17
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

ふ
る
さ
と
の
涼 

ひ
ば
の
里

　

ひ
ば
の
里
で
は
昔
懐
か
し
い

体
験
が
い
っ
ぱ
い
！
夏
の
お
菓

子
作
り
や
竹
の
水
鉄
砲
作
り
、

夏
野
菜
の
丸
か
じ
り
な
ど
イ
ベ

ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
！
「
さ
と

や
ま
屋
敷
」
で
は
“
蚊
帳
”
も

登
場
！

※
「
夏
ま
つ
り
」
の
イ
ベ
ン
ト

詳
細
は
、電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

カブトムシドーム

国営備北
丘陵公園
だより 備北公園「夏まつり」

７月18日㈯～８月31日㈪

全
国
大
会

　

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
７
月
24
日
～
26
日
／
神
戸
市
）

●
カ
ブ
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
小
学

４
年
生
以
下
）

桑
原　
　

光
（
板
橋
小
４
年
）

●
バ
ン
ビ
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
小

学
２
年
生
以
下
）

桑
原　
　

照
（
板
橋
小
２
年
）

　

全
日
本
少
年
少
女　
　
　
　
　

　

空
手
道
選
手
権
大
会

（
８
月
８
日
～
９
日
／
東
京
武
道

館
）

●
女
子
個
人
組
手

新
井　
　

椿
（
庄
原
小
５
年
）

　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

　

ク
カ
ッ
プ（
な
ぎ
な
た
）

（
７
月
18
日
・
19
日
／
長
崎
市
）

●
個
人
競
技
の
部

麻
田　

瑞
貴
（
西
城
中
１
年
）

●
演
技
競
技
の
部

稲
里　

孝
美
（
西
城
中
１
年
）

上
貝　

真
帆
（
西
城
中
１
年
）

●
団
体
試
合

麻
田　

瑞
貴
（
西
城
中
１
年
）

稲
里　

孝
美
（
西
城
中
１
年
）

上
貝　

真
帆
（
西
城
中
１
年
）

中
国
大
会

　

中
国
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会

（
7
月
25
日
・
26
日
／
米
子
市
）

●
小
学
５
年
生
女
子
個
人
組
手

新
井　
　

椿
（
庄
原
小
）

●
中
学
生
男
子
組
手
個
人
戦

新
井　
　

蓮
（
庄
原
中
２
年
）

県
大
会

　

広
島
県
小
学
生
空
手
道　
　
　

　

選
手
権
大
会

（
５
月
４
日
／
東
広
島
市
）

●
女
子
組
手
個
人
の
部

第
２
位　

新
井　
　

椿
（
庄
原
小
５
年
）

　

広
島
県
中
学
生
空
手
道　
　
　

　

選
手
権
大
会

（
５
月
４
日
／
東
広
島
市
）

●
男
子
組
手
個
人
の
部

第
２
位　

新
井　
　

蓮
（
庄
原
中
２
年
）

　

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会　
　

　

広
島
県
予
選

（
５
月
23
日
／
安
芸
高
田
市
）

●
カ
ブ
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
小
学

４
年
生
以
下
）

第
４
位

桑
原　
　

光
（
板
橋
小
４
年
）

●
バ
ン
ビ
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
小

学
２
年
生
以
下
）

第
３
位

桑
原　
　

照
（
板
橋
小
２
年
）

　

広
島
県
高
等
学
校
総
合　
　
　

　

体
育
大
会（
陸
上
競
技
）

（
５
月
29
日
～
31
日
／
広
島
広
域

公
園
陸
上
競
技
場
）

●
３
千
Ｍ
障
害

第
１
位

山
口　

和
也

（
世
羅
高
３
年
・
西
城
町
）

　

広
島
県
シ
ニ
ア
総
合　
　
　
　

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会　

（
５
月
30
日
／
尾
道
市
）

●
剣
道
（
65
歳
未
満
の
部
）

第
２
位

福
留　

正
敏
（
西
城
町
）

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）を
更
新
し
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
は
、
７
月
31
日
㈮
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日
㈯
か
ら
有
効
と
な
る

新
し
い
保
険
証
を
、
７
月
下
旬

に
「
黄
色
の
封
筒
」
で
世
帯
主
宛

に
発
送
し
ま
す
。
人
数
の
多
い
世

帯
（
被
保
険
者
が
５
人
以
上
）
は
、

封
筒
が
複
数
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
か
ら
普
通
郵
便
で
お
送

り
し
ま
す
。
ま
た
、
カ
ー
ド
ケ
ー

ス
は
同
封
し
ま
せ
ん
の
で
必
要
で

あ
れ
ば
ご
自
身
で
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

　

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
な

ど
で
受
診
す
る
際
は
、
新
し
い
保

険
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
有
効

期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
破
棄
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
場
合
は
、
国
民
健
康
保

険
の
資
格
喪
失
手
続
き
が
必
要
で

す
。
市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係
ま

た
は
各
支
所
市
民
生
活
室
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
８

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

「
道
の
駅
た
か
の
」を
経
由
す
る

高
速
バ
ス
が
変
わ
り
ま
す

　

高
速
バ
ス「
広
島
～
松
江
線
」の

ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
い
、
７
月
31
日

㈮
か
ら「
道
の
駅
た
か
の
」バ
ス
停

を
経
由
し
な
く
な
り
ま
す
。
三
次

Ｉ
Ｃ
、
ま
た
は
、
た
た
ら
ば
壱
番

地
バ
ス
停
を
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。

　

詳
し
く
は
、
広
島
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鉄
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お
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※
な
お
、
道
の
駅
た
か
の
を
経
由

し
て
い
る
「
広
島
～
出
雲
線
」（
７

往
復
14
便
）は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

ジャブジャブ池

公園の夏のイベントといえば「夏まつり」。
夏休みの自由研究や宿題にピッタリの
イベントが盛りだくさんです！
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お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　８月９日（日）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

８月

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

７月・８月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶県大には毎月発行日に、広報しょうばらを持参し
ていますが、図書館と総務課の往復だけでしたので、
今回の取材はとても新鮮でした。広報しょうばらは
図書館にも置いていただいていますが、学生の皆さ
んの講読率は低いので、この特集をきっかけにして
講読率が上がるのではと密かに期待しています。
▶今月号から新たに「しょうばらびと」というコー
ナーが始まりました。初めて取材というものをしま
したが、〝きゅんとする〟エピソードを引き出すのは
なかなか難しいものですね。しょうばらびとのコー
ナーでは、庄原にＩターン・Ｕターンされた方など
を中心に取材していきます。ぜひお楽しみに！

７～８月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○かずら教室　
　①自然木のイーゼル
　と　き　７月24日㈮　９時30分～12時00分
　参加費　1,800円
　定　員　10人
　②木のボールペンとペン立て
　と　き　７月24日㈮　13時30分～15時30分
　参加費　1,300円
　定　員　10人
○草木染め教室
　（生藍でストールを染めてみましょう）
　と　き　７月27日㈪
　　　　　①9時～12時　②13時30分～15時30分
　参加費　4,900円
　定　員　①②各12人
▶展示・イベント
○愛鳥週間ポスター展
　と　き　７月８日㈬～17日㈮
　ところ　エントランスホール
○アジアンドリーム展
　と　き　８月３日㈪～16日㈰
　ところ　交流ホール

　　～夏祭りを開催します～
　　土曜夜市　８月８日㈯　18時～21時

▶お知らせ
食彩館しょうばらゆめさくらでは、エントランス
ホールで作品などの展示をする方を募集していま
す。使用料は無料ですが、営利目的の利用はできま
せん。また、日程、利用内容などによってはお断り
する場合もありますのでご了承ください。何かご不
明な点などありましたら、お気軽にお電話ください。

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
世界児童画ライブラリー作品展

（海外作品 30 点・国内作品 20 点）
とき　８月８日㈯～10日㈪　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願いします。

実施日 会　場 受付時間

7月18日㈯ ジョイフル 11時30分～15時

7月12日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
19日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
20日（月）東城病院 ☎08477-2-2150
26日（日）瀬尾病院 ☎08477-2-0023

8月  2日（日）細川医院 ☎08477-2-0054
9日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

13日（木）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成27年５月末現在

食育コーナー　  

問児童福祉課 ☎ 0824-73-1214

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３７，８５５人（前年比－７３７人）　
男　　１７，９２７人（前年比－３２９人）　
女　　１９，９２８人（前年比－４０８人）　
世帯数　１５，９２１世帯（前年比－１１世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３３１人（前年比＋３８人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１８，６６６人（７，９０５世帯）
○西城地域　３，７５１人（１，５０８世帯）
○東城地域　８，３８３人（３，７０８世帯）
○口和地域　２，１６８人（８２９世帯）
○高野地域　１，９１９人（６９６世帯）
○比和地域　１，５１４人（６３６世帯）
○総領地域　１，４５４人（６３９世帯）

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１４５
●下水道課管理係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１７５
●水道課業務係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１９７

写真は、東城町の久代東山岩陰遺跡から出土した立石を、
時悠館で復元展示しているものです。先の尖った大きな河原
石を前後の石で支えるようにして立てていますが、調査で見
つかった時は、岩壁に倒れかかるようになっていました。

東山遺跡は、長さが 10 ～ 12 ｍ、奥行きが３ｍ前後の細長
い住居で、立石は住居の中ほど、岩壁から約 50cm のところ
にありました。住居の中心部に、何かを祈願するお祭りのた
めに立てたようです。縄文時代前期の初め頃（今から約 6,000
年前）のものです。

中心となる立石は、長さ 65cm、最大幅 30cm、最大厚
15cm の洋梨の形をしています。その前には長径 43cm、短
径 32cm、最大厚 26cm の楕円形の石があり、後ろには長径
34cm、短径 20cm、最大厚８㎝の割られた小ぶりの石があり
ます。これらの石は、径が 65cm、深さが 20cm 程度の穴を掘っ
て、下部を埋めていたようです。

立石は、住居内での位置からすると、東日本の縄文遺跡で
よく見られる石棒と同じ性格が考えられます。石棒は今でも
祭られている男性シンボルを表し、前期に現れ、後期（3,000
～ 4,000 年前）になると屋外に祭られるようになります。東
山遺跡の立石は、形は違いますが、石棒祭祀の初現のものと
言えます。また、水に濡らすと青緑色になり神秘的に見えま
す。この石は遺跡のある野部川流域には無く、石の形や色を
選び、わざわざ本流の東城川流域から運んできたようです。

一緒に食べるとおいしいね！
～保育所での食物アレルギー対応の工夫～

　庄原市立の保育所には平成27年６月現在、40人（全市園児
数の約４％）の食物アレルギーを持つ子どもが在籍しています。
　食物アレルギーは乳幼児に多くみられ、年齢とともに80～
90％が耐性を獲得して減少するとされています。特に保育所は、
年齢が小さいため、食物アレルギーを持つ園児が多く、まだ食
べたことのない食材がある園児もいます。保育所では安全を考
慮し、未摂取の食材は家庭で食べてもらってから保育所でも提
供するようにしています。また、給食やおやつなど食事の提供
回数も多いので、安全な給食提供ができるよう食べる環境も工
夫しながら取り組んでいます。
　子どもたちは除去食がなく、皆と一緒のものを食べられる日
はうれしそうな顔で給食やおやつを食べています。保育所では、
できるだけ皆と一緒のものを食べられるように、献立も工夫し
ながら対応をしています。
　何より食べることが大好きで、楽しく食べてほしいと願いを
込めて、これからも取り組んでいきたいと思います。

時悠館   ☎ 08477-6-0161

開館：９時～17時　休館：水曜（祝日開館・翌日休館）・年末年始

立
りっせき

石（住居内の祭り）

■保育所での工夫

・牛乳を使ったシチュー　→　豆乳を代用
・フライ　→　卵のかわりに小麦粉と水を混ぜ合わせたものを代用
・焼きそば　→　卵の入った麺をうどんで代用　など

【お詫びと訂正】
　広報しょうばら６月号の24ページ「8020達成者表彰事業」の記
事の中で、山脇廣四郎さんの住所「西城地域」を、誤って「東城地
域」と記載しました。訂正し、お詫びいたします。
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庄原の食材を扱うお店を応援します！

『庄原市地産地消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産地消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎ 0824-73-1255）まで。

　

遊YOUさろん東城
所　東城町川東 877
☎　０８４７７－２－４４４４
営　11：00 ～18：00
休　水曜日
㏋　http：//www.yousalon.sakura.ne.jp

取り扱う市内産食材

なぜ、地産地消推進店に登録しようと思っ
たのですか？
　地元産のおいしい食材を、より多くの方に
知っていただきたいからです。

お店の推進店としてのこだわりは？
　帝釈峡しゃも地鶏など、生産者さんの所
に通い飼育環境を直接見たり、こだわりの飼

育方法を伺ったりしたうえで、その食材の良
さを十分伝えられるようメニュー作りに努め
ています。

皆さんへ一言
　知っているようでまだ知られていない地元
食材のおいしさをぜひ味わいにおいでくださ
い。
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帝釈峡しゃも地鶏・比婆こんにゃく　など

〒
727-8501　

広
島

県
庄

原
市

中
本

町
一

丁
目

10番
1号

 ／
 ☎

0824-73-1159
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
  http://w

w
w

.city.shobara.hiroshim
a.jp ／

 印
刷

　
シ

ン
セ

イ
ア

ー
ト

㈱
平

成
27年

７
月

６
日

発
行

編
集

・
発

行
　

庄
原

市
情

報
政

策
課

広
報

し
ょ
う
ば

ら
 ７
月
号
　
2015/July　

№
124

●料理長の小美堂則夫さんに聞きました
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（平成 27 年６月 23 日撮影）

応
募
方
法

　

写
真
を
通
し
て
庄
原
市
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。風
景
写

真
は
も
ち
ろ
ん
人
物
写
真
で
も
結
構
で

す
。あ
な
た
の
好
き
な
庄
原
市
の
風
景

を
写
真
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

こ
の
写
真
へ
の
思
い
や
撮
影
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
２
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、

郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号

庄
原
市
情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

メ
ー
ルkoho@

city.shobara.lg.jp


